
資 料 編
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この調査票は、第二次あきる野市環境基本計画とそれに対応する分野別計画（生物多様性あきる野戦略）の実績及び評価を示しています。

※ 第二次あきる野市環境基本計画は、分野別計画を包含するつくりとなっているため、１つの調査票で調査をしています。

担当 全体

自1
自然環境調査の継
続

自然環境調査の継続
・年間を通じて自然環境調査部会への業務委託により自然環境調査を実施した。
・自然環境調査部会委員1人を新規に追加し、体制の強化を図った。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自2
森林レンジャーあ
きる野による各種
調査の継続

森林レンジャーあきる野による
各種調査の継続

森林レンジャーあきる野により、市内の森林において、植物、脊椎動物等の分布調査や生息
調査を継続して行った。これにより、これまでに植物では185種、動物では合計145種
（哺乳類5種類、鳥類70種類、爬虫類11種類、両生類11種類、魚類10種類、昆虫38種
類）の絶滅危惧種を確認した。
※植物：東京都レッドデータブック2023年版、植物あきる野市版レッドリスト、環境省
レッドリストによる。
※動物：動物あきる野市版レッドリスト、東京都レッドデータブック2023年版（西多摩ラ
ンク、または本土ランク）、環境省レッドリスト2018による。

A A
環境政策課

（環境の森推
進係）

自3
専門機関等との連
携による調査の検
討

専門機関等との連携による調査
の検討

あきる野市版レッドリスト（昆虫）の作成において、市内で生物調査を行う団体等と連携を
図った。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

ⅱ
）

調
査
結
果

の
収
集

自4
市民などによる調
査の結果の収集

市民などによる調査の結果の収
集

市民から特定の生物の目撃情報を募り、分布調査や外来種対策に活用した（アライグマ・ハ
クビシン（不明含む）63件、シカ12件、その他哺乳類36件、鳥類7件、カエル類3件、ヘ
ビ類18件、カメ3件、クビアカツヤカミキリ145件。※受付数のため、誤認等も含
む。）。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自5
生物多様性に関す
る各種情報の整
理・集約

各種情報の整理・集約

・外来生物であるアライグマ・ハクビシンの捕獲状況及びクビアカツヤカミキリの成虫及び
被害木の目撃情報を整理し、分布状況を把握した。
・あきる野市版レッドリストの作成に向け、市内に生息する昆虫の情報の整理・集約を行っ
た。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自6
生物目録の作成・
更新

生物目録の作成・更新

あきる野市版レッドリスト（昆虫）の作成過程で、市内に生育する希少な昆虫の目録作成の
ため、作業を開始した。
※　生物目録は、あきる野市版レッドリストの作成過程で作成し、その後、レッドリストの
更新過程で更新される仕組みとなっている（平成29年度実績）。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略

ⅰ
）

各
種
調
査
の
継
続
・
実
施

ⅲ
）

情
報
の
集
約

自
然
環
境

自
|

１
 

基
礎
情
報
の
調
査
・
収
集

一
般

①
生
物
多
様
性
の
把
握
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
継
続

１ 施策の進捗状況調査結果
【評価の基準】
S：予定以上に実施した
A：予定どおりに実施した
B：実施しているが、予定どおりに実施できなかった
C：実施していない
F：完了



- 78 -

担当 全体

一
般

①
生
物
多
様
性
の
把
握
・
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
継
続

ⅲ
）

情
報
の
集
約

自7

生物種の生活史等
の調査研究を支援
する仕組みづくり
の検討

生物種の生活史等の調査研究を
支援する仕組みづくりの検討

・調査研究又は保護活動について情報収集し、関連団体や個人へ周知及び協力の呼び掛けを
行った。
・市民等から、生物の調査・研究に関して知見の提供を求められた場合には、自然環境調査
部会や森林レンジャーあきる野を紹介するなどして支援を行った。
・クビアカツヤカミキリ被害地を研究機関や企業等に試験地として提供することで、同種の
調査の進展に寄与した。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自8
各種情報の地図情
報化及び更新

各種情報の地図情報化

・自然環境調査部会や森林レンジャーあきる野による生息・生育情報の収集を継続した。
・クビアカツヤカミキリの生息情報について、被害情報を基に被害分布図を作成した。
・アライグマ、ハクビシン、クビアカツヤカミキリ、希少野生植物について、目視での記入
による分布図を作成した（ブルーマップへの書込み）。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自9

生物多様性に関す
る市内各所の評価
（森林の環境面か
らの機能評価な
ど）

生物多様性に関する市内各所の
評価（森林の環境面からの機能
評価など）

・自然環境調査部会や森林レンジャーあきる野による調査を継続し、生物の生息・生育情報
を収集した。
・あきる野市生物多様性保全条例の運用及びあきる野市版レッドリストの作成過程を通じ
て、保護すべき区域の情報を収集し、1件の候補地について調査と評価を行った。
・工事等に伴い、関係機関からの依頼を受け、実施箇所の調査と評価を行った。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

ⅱ
）

保
全
等

す
べ
き
場
所

の
調
査

自10
保全・再生・活用
すべき場所の抽出

保全・再生・活用すべき場所の
抽出

・自然環境調査部会や森林レンジャーあきる野による調査を継続し、生物の生息・生育情報
を収集した。
・保全等をすべき区域の候補地1か所について、保全の方法等を検討した。
・保護すべき場所の抽出根拠となる希少種を定めるために、あきる野市版レッドリスト（昆
虫）の作成に向け作業を開始した。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自11
各種リーフレット
の作成（更新）・
公開

各種リーフレットなどの作成・
公開

・あきる野市生物多様性保全条例のリーフレット及び知って守ろうあきる野の自然のリーフ
レットを、窓口等で配布した（配布枚数は不明）。
・哺乳類、両生類、爬虫類、鳥類、植物のあきる野市版レッドリストをリーフレットに準ず
る資料として市ホームページで公開した。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自12
水と緑のマップの
充実

水と緑のマップの充実

・あきる野市版レッドリストの作成過程において、希少種の情報公開について検討した。
・クビアカツヤカミキリの被害分布マップを作成し、市ホームページ上で公開した。
・アライグマ、ハクビシンの捕獲分布マップを作成し、市ホームページ上で公開した。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自13

生物多様性に関す
る講演会の実施
（生物多様性に対
する意識啓発を目
的とした講座の実
施）

生物多様性に関する講演会の実
施（生物多様性に対する意識啓
発を目的とした講座の実施）

講演会は実施していないが、環境フェスティバル、あきる野市産業祭、自然体験事業、里山
保全担い手養成講座等で生物多様性に係る情報発信、啓発等を行った。

B B
環境政策課
（環境政策

係）

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略

自
然
環
境

自
|

１
 

基
礎
情
報
の
調
査
・
収
集

重
点

一
般

②
保
全
・
再
生
・
活
用
す
べ
き
場
所
の
調
査

③
生
物
多
様
性
に
関
す
る
情
報
の
共
有
化

ⅰ
）

市
内
各
所
の
評
価
の
実
施

ⅰ
）

様
々
な
方
策
に
よ
る
情
報
発
信
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担当 全体

ⅰ
）

様
々
な
方
策
に

よ
る
情
報
発
信

自14
生物多様性情報公
開用ウェブサイト
の作成

生物多様性情報公開用ウェブサ
イトの作成

・外来種（アライグマ、ハクビシン）の対策について、これらの特徴や影響、わなの貸出し
及び捕獲分布図などを掲載したページの内容を更新した。
・外来種（オオキンケイギク、オオブタクサ、クビアカツヤカミキリ）の対策について、こ
れらの特徴や影響、駆除の方法等の掲載を継続するとともに、クビアカツヤカミキリによる
被害分布について更新した。
・令和5年6月から新たに条件付特定外来生物となったアカミミガメ及びアメリカザリガニ
について、規制内容等の掲載を開始した。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

森の魅力発信
広報及び市ホームページにおいて、「森林レンジャーがゆく」を9回掲載、森林レンジャー
あきる野新聞を8回発行し、森の状況、動植物の状況など森の魅力を発信した。

A
環境政策課

（環境の森推
進係）

みどりの大切さの発信

・広報及びホームページでの啓発によるグリーンカーテンの普及啓発を通じて、みどりの大
切さを発信した。
・広報等への保存緑地と公開緑地の指定制度の掲載を通じて、みどりの大切さを発信した。

A
環境政策課
（環境政策

係）

自16
農地の環境面から
の機能の発信

農地の環境面からの機能の発信
市内のほ場を巡り、農作物（花、長ネギ、プチヴェール、イチゴ）の収穫体験を行う「第
12回あきる農を知り隊」を実施した（令和6年2月17日実施、参加者：21人）。

A A 農林課

生物多様性の概念や生態系サー
ビスの重要性の発信（湧き水の
重要性も含む。）

・あきる野市産業祭にて生物多様性について周知啓発を行った。
・広報等への外来種（アライグマ、ハクビシン、クビアカツヤカミキリ、オオキンケイギ
ク、オオブタクサ）が生態系に及ぼす影響等の掲載を通じて、生物多様性の概念等について
発信した。
・令和5年6月にアメリカザリガニ及びアカミミガメが条件付特定外来生物に指定されたこ
とから、新たに広報・ホームページ、イベント等での周知啓発を開始した。

A
環境政策課
（環境政策

係）

生物多様性の概念や生態系サー
ビスの重要性の発信（湧き水の
重要性も含む。）

ホームページで湧き水の重要性を発信した。 A
生活環境課
（生活環境

係）

自
|

２
 

生
物

多
様
性
の
保
全

重
点

①
生
物
多
様
性

保
全
の
推
進

ⅰ
）

区
域
指
定

な
ど

自18
生物多様性保全区
域の指定の検討

生物多様性保全区域の指定
生物多様生保全区域の指定に向けて、希少な両生類が生息できるよう水田1か所の保全に向
けて整備等を行ったが、希少種の定着には至らなかった。

B B
環境政策課
（環境政策

係）

A

A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略

一
般

③
生
物
多
様
性
に
関
す
る
情
報
の
共
有
化

ⅱ
）

情
報
発
信
す
る
内
容
の
工
夫

自15
森の魅力やみどり
の大切さの発信

自17

生物多様性の概念
や生態系サービス
の重要性の発信
（湧き水の重要性
も含む）

自
然
環
境

自
|

１
 

基
礎
情
報
の
調
査
・
収
集
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担当 全体

自19
市民・観光客向け
カントリーコード
の設定

市民・観光客向けカントリー
コードの設定

・カントリーコードの設定には至っていないが、森林レンジャーあきる野等により、マナー
の啓発や危険箇所における注意喚起等の看板設置を行った。あきる野市生物多様性保全条例
における生息地等保全協定の締結や保護区域の指定により実効的な成果を得る方法について
検討し、生息地等保全協定の締結の作業を進めた。
・令和5年9月にNPO法人リーブノートレイスジャパンと連携協定を締結したことにより、
今後LNTの考え方を用いたあきる野市の市民・観光客向けのルール作りをしていくことと
なった。

B B
環境政策課
（環境政策

係）

自20
重要地域の公有地
化

重要地域の公有地化
両生類等の希少な動植物が多数生息・生育する水田1か所の保全に向けて、関係者との調整
を進めたが、公有地化には至らなかった。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自21 保存緑地の指定 保存緑地の指定

○保存緑地指定件数等
・樹木：154本
・樹林地：4か所（10,833㎡）
・公開緑地：1か所（14,593㎡）
・屋敷林：1宅地（20本）

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自22 文化財の保護 文化財の指定・保護 市指定天然記念物の現地調査を１件行った。 A A
生涯学習推進

課

自23
あきる野市版レッ
ドリストの作成

あきる野市版レッドリストの作
成

あきる野市版レッドリスト（昆虫）の作成に向け、作業を開始した。（会議回数：1回、ラ
イトトラップ調査：3回）

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自24
指定種の指定の検
討

- 生きもの会議の開催がなかったため、検討を行わなかった。 C C
環境政策課
（環境政策

係）

野生鳥獣への組織体制の検討については、当面の間は現状どおりが適当であるとの結論か
ら、環境政策課と農林課で必要に応じて相互に連絡をとり合いながら効率的な実施に努め
た。

A
環境政策課
（環境政策

係）

あきる野の農と生態系を守り隊・役員会などにおいて、情報の交換、効果的な手法の検討を
行った。

A 農林課

効率的かつ効果的な手法の検
討・実施 A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略

自
然
環
境

自
|

２
 

生
物
多
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の
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全
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点

①
生
物
多
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推
進
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般

②
有
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鳥
獣
対
策
及
び
外
来

種
対
策
の
推
進

ⅰ
）

区
域
指
定
な
ど

ⅱ
）

保
存
す
る
種
の
選
定

ⅰ
）

有
害
鳥
獣
対
策
及
び
外

来
種
対
策
の
効
率
化

自25
効率的かつ効果的
な手法の検討・実
施
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担当 全体

ⅱ
）

有
害
鳥

獣
対
策
の
継

続
・
拡
大

自26
有害鳥獣対策の実
施

有害鳥獣対策の実施 年間を通じて、東京都五日市地区猟友会に委託を行った。 A A 農林課

自27 外来種対策の実施
外来種対策（アライグマ・ハク
ビシン）の実施

市民からの目撃情報等を活かし、アライグマ・ハクビシンの対策を継続した。
　捕獲頭数　アライグマ56頭、ハクビシン12頭

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自28
外来種対策の拡
大・強化の検討

外来種対策の拡大・強化の検討

・アライグマ、ハクビシンについて、市民から目撃情報を募り、捕獲の呼び掛けなどの対策
を行った。
・オオブタクサについては、市民からの情報を募った。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自29

特定外来生物対策
（アライグマ・ク
ビアカツヤカミキ
リ等）の実施

特定外来生物対策の実施

・アライグマ、クビアカツヤカミキリについて、市民等から目撃情報を募り、捕獲や駆除の
呼び掛けなどの対策を行った（アライグマの捕獲：56頭、クビアカツヤカミキリの駆除：
約850匹※幼虫含む）。
・オオキンケイギクの駆除を実施した。
・クビアカツヤカミキリによる被害の大きい区域において、日本農薬(株)との連携により、
駆除を実施した。
・クビアカツヤカミキリによる被害を受けた樹木の防除・伐採に対する補助制度を開始した
（補助件数　防除：0件、伐採：5件）
・令和5年6月に新たに条件付特定外来生物に指定されたアメリカザリガニ及びアカミミガ
メの生息場所の情報提供の呼びかけを行った。
・アメリカザリガニについて、市民参加型の駆除活動（8月）及びわな設置による駆除活動
を実施した。
・アカミミガメ捕獲用わなの設置を行った（捕獲実績０匹）。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自30
国及び東京都等と
連携した特定外来
種対策の推進

東京都、近隣市町村と連携した
外来種対策の推進

・アライグマ・ハクビシンの対策については、先進自治体として、本市の担当課長が東京都
外来鳥獣（アライグマ・ハクビシン）防除対策検討委員会に委員として参画している。
・担当職員については、東京都が主催するアライグマ・ハクビシン対策技術講習会等に参加
し、アライグマ・ハクビシンの生態等について講義を受けた。
　東京都外来鳥獣（アライグマ・ハクビシン）防除対策検討委員会参画回数：0回
　アライグマ・ハクビシン対策自治体意見交換会参加回数：0回
　アライグマ・ハクビシン対策技術講習会参加回数：2回
・東京都の実施するクビアカツヤカミキリ対策現地講習会に参加し、研究機関や東京都、他
市区町村と被害状況について情報交換を行った。
・クビアカツヤカミキリについて周辺市町村に当市の被害状況等について情報提供を行っ
た。
・東京都が実施するアカミミガメ防除対策講習会に参加し、アカミミガメの生態等について
講義を受けるとともに、捕獲用罠の作成方法を学んだ。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画
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担当 全体

自31
郷土の恵みの森づ
くり事業の推進
（森林の保全）

郷土の恵みの森づくり事業の推
進

生物多様性連携保全活動計画に基づき、町内会、自治会が取り組む郷土の恵みの森づくり事
業を支援した。令和5年度は、13の町内会・自治会等が取り組んだ昔道・尾根道の整備事業
の8事業、景観整備事業の13事業に交付金を交付した。これらの事業の実施により、武蔵五
日市駅から瀬音の湯までのコースをはじめ、既存の登山道などとあわせていくつかのコース
が維持されている。これに加え、景観整備により植樹した樹木等は生長してきており、ハイ
キング等で訪れる観光客の目を楽しませている。また、菅生地区においては、関係団体との
合意書に基づく森づくりが進められており、持続可能な里山づくりに取り組んだ。

A A
環境政策課

（環境の森推
進係）

自32

森林整備計画等に
基づく林業振興・
森林保全策の推進
（森林の保全）

森林整備計画等に基づく林業振
興・森林保全策の推進

「森林整備計画」に基づき、森林再生事業や森林循環促進事業を実施する等、林業振興・森
林保全策を継続した。

A A 農林課

生物多様性地域連携保全活動計画に基づき、町内会・自治会が取り組む郷土の恵みの森づく
り事業を支援した。令和5年度は、13の町内会・自治会等が取り組んだ昔道・尾根道の整備
事業の8事業、景観整備事業の13事業に交付金を交付した。これらの事業の実施により、武
蔵五日市駅から瀬音の湯までのコースをはじめ、既存の登山道などとあわせていくつかの
コースが維持されている。これに加え、景観整備により植樹した樹木等は生長してきてお
り、ハイキング等で訪れる観光客の目を楽しませている。また、菅生地区においては、関係
団体との合意書に基づく森づくりが進められており、持続可能な里山づくりに取り組んだ。

A
環境政策課

（環境の森推
進係）

森林再生事業、森林循環促進事業等を活用し、森林保全・活用のための整備を継続した（間
伐54.90ha、枝打ち7.09ha、伐採9.39ha）。

A 農林課

自34
里山での保全管理
活動の実践

（里山における）モデル地区で
の保全管理活動の実践（横沢入
里山保全地域など）

菅生大沢地区では、関係団体、地元町内会等と意見交換会を行い、豊かな里山へ再生するた
めの活動内容を検討し、樹木の植栽、草刈等を実施した。

A A
環境政策課

（環境の森推
進係）

自35
里山の保全策の検
討

里山の保全策の検討
菅生大沢地区では、関係団体、地元町内会等と意見交換会を行い、豊かな里山へ再生するた
めの活動内容を検討し、樹木の植栽、草刈等を実施した。

A A
環境政策課

（環境の森推
進係）

認定農業者、新規就農者を中心に新規・更新を含め、36件：40,274㎡の農地の集積を
行った。

A 農林課

生産緑地制度（特定生産緑地指定の手続き）の適正な運用を行い、良好な都市環境の形成に
努めた。

A
都市計画課

（R6～都市政
策課）

A

A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略
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自33
森林保全・活用の
ための整備の推進
（森林の保全）

森林保全・活用のための整備の
推進

自36

農地の適正管理と
活用（生産緑地制
度の推進・管理・
追加指定、担い手
への農地集積、観
光・体験農園の検
討（遊休農地の活
用ほか））

農地の適正管理と活用（生産緑
地制度の推進・管理・追加指
定、市民農園制度の活用・取組
方策の検討（遊休農地の活用ほ
か））
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担当 全体

秋川・平井川河川水質調査、清流保全条例施行に伴う湧水及び合流点の水質調査などの河川
の水質調査を実施した。
調査結果等は、市ホームページや環境白書に掲載した。

A
生活環境課
（生活環境

係）

平井川を自然を生かした地域に息づく親しめる川にするために、情報交換等を行う「平井川
流域連絡会」に参画している。

A
管理課

（R6～建設
課）

自38
清流保全協力員活
動の継続

清流保全協力員活動の継続

令和5年度から関心のある市民にも更に多く関わってもらうため、選出区分等を変更し、市
民公募を3枠増加した。
清流保全協力員主催の市民参加型のごみ拾いイベントを初めて実施した。

A A
生活環境課
（生活環境

係）

新規に揚水施設を設置する際には、基準を遵守するように指導した。
既に設置している事業所等からは揚水量の報告を提出させ、確認を行った。
地下水揚水量報告件数：17件

A
生活環境課
（生活環境

係）

秋留台かん水組合より年間揚水量（2,260㎥）を報告させ、規制値の遵守を確認した。 A 農林課

ホームページにて湧水の保全について周知を行った。 A
生活環境課
（生活環境

係）

「あきる野市宅地開発等指導要綱」に基づき、雨水浸透ますの設置を指導した。 A
都市計画課

（R6～住宅政
策課）

・崖線緑地の保存緑地指定を継続している。また、広報等で新たな保存緑地の指定希望を
募ったが、新たな保存緑地の指定には至らなかった。
・崖線緑地における保存緑地指定か所数：3か所
・崖線地区における開発抑制を継続している。（令和5年度は相談実績なし）

A
環境政策課
（環境政策

係）

崖線地区における開発抑制を継続している。（令和5年度は相談実績なし） A
都市計画課

（R6～住宅政
策課）

A

A

A

A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略
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自37

河川整備における
生物多様性への配
慮、河川環境の保
全

河川整備における生物多様性へ
の配慮、河川環境の保全

自39
地下水保全対策の
継続（揚水規制）

地下水保全対策の継続（揚水規
制）

自40

湧水保全対策（湧
水調査、湧水のＰ
Ｒ、雨水浸透の促
進）の継続

湧水保全対策（湧水調査、湧水
のＰＲ、雨水浸透の促進）の継
続

自41 崖線地区の保全 崖線地区の保全
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担当 全体

自42

森林整備計画等に
基づく林業振興・
森林保全策の推進
（森林の創出）

森林整備計画等に基づく林業振
興・森林保全策の推進

「森林整備計画」に基づき、森林再生事業や森林循環促進事業を実施する等、林業振興・森
林保全策を継続した。

A A 農林課

自43
森林環境譲与税の
活用【新規】

-
普及啓発事業として、搬出困難箇所における森林整備事業、森林再荒廃防止事業、林業現場
見学会（2回実施）を行った。

A A 農林課

自44
郷土の恵みの森づ
くり事業の推進
（森林の創出）

郷土の恵みの森づくり事業の推
進

生物多様性地域連携保全活動計画に基づき、町内会・自治会が取り組む郷土の恵みの森づく
り事業を支援した。令和5年度は、13の町内会・自治会等が取り組んだ昔道・尾根道の整備
事業の8事業、景観整備事業の13事業に交付金を交付した。これらの事業の実施により、武
蔵五日市駅から瀬音の湯までのコースをはじめ、既存の登山道などとあわせていくつかの
コースが維持されている。これに加え、景観整備により植樹した樹木等は生長してきてお
り、ハイキング等で訪れる観光客の目を楽しませている。また、菅生地区においては、関係
団体との合意書に基づく森づくりが進められており、持続可能な里山づくりに取り組んだ。

A A
環境政策課

（環境の森推
進係）

自45
アニマルサンク
チュアリ活動の継
続

アニマルサンクチュアリ活動

菅生大沢地区の緑地において、多くの野生動物が利用する堅果類（ドングリ）の植え付けを
行った。森の子コレンジャーの活動では、水生生物や小型野生動物が利用できるよう、ビオ
トープ整備に継続して取り組んだ。

A A
環境政策課

（環境の森推
進係）

生物多様性地域連携保全活動計画に基づき、町内会・自治会が取り組む郷土の恵みの森づく
り事業を支援した。令和5年度は、13の町内会・自治会等が取り組んだ昔道・尾根道の整備
事業の8事業、景観整備事業の13事業に交付金を交付した。これらの事業の実施により、武
蔵五日市駅から瀬音の湯までのコースをはじめ、既存の登山道などとあわせていくつかの
コースが維持されている。これに加え、景観整備により植樹した樹木等は生長してきてお
り、ハイキング等で訪れる観光客の目を楽しませている。また、菅生地区においては、関係
団体との合意書に基づく森づくりが進められており、持続可能な里山づくりに取り組んだ。

A
環境政策課

（環境の森推
進係）

森林再生事業、森林循環促進事業等を活用し、森林保全・活用のための整備を継続した（間
伐54.90ha、枝打ち7.09ha、伐採9.39ha）。

A 農林課

自47

市有林を主体とす
る広葉樹林帯を拡
大し（モデル地区
による「美林の
里」づくり）、森
の魅力を発信する

-
森林循環促進事業等を活用し、市有林を主体とする広葉樹林帯を拡大し、森の魅力を発信し
た（伐採委託契約3.68ha、伐採完了9.39ha）。

A A 農林課

A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略
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森林保全・活用の
ための整備の推進
（森林の創出）

森林保全・活用のための整備の
推進
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担当 全体

・都が主催し、市も参画している平井川流域連絡会と合同で平井川におけるオオブタクサの
除去作戦を開催し、市民、連絡会会員、都職員及び市職員で除去作業を実施した（7月）。
・秋川におけるオオキンケイギクの除去作業を実施した（6月）。

B
環境政策課
（環境政策

係）

東京都と調整をとりながら、遊歩道の草刈り等を実施した。 A
管理課

（R6～建設
課）

自49 魚道の整備 魚道の整備
秋川にある4か所の魚道を年2回点検を実施し、流木や砂利の撤去を行った。台風や大雨の
前後における対応等はなかった。

A A 農林課

自50
魚類が産卵しやす
い川づくり

魚類が産卵しやすい川づくり 秋川にある4か所の魚道を年2回点検を実施し、流木や砂利の撤去を行った。 A A 農林課

自51 稚魚の放流 稚魚の放流 東京都と秋川漁業協同組合と連携してアユの稚魚を放流した。 A A 農林課

自52
遡上が確認されて
いるアユなどの魚
類の保護の推進

川魚（江戸前アユ）の復活など
の魚類の保護の推進

秋川にある4か所の魚道を年２回点検を実施し、流木や砂利の撤去を行った。
秋川漁業協同組合が実施したアユの解禁時や河川清掃に参加して、魚類の保護を推進した。

A A 農林課

自53
河川環境の向上に
ついての検討

河川環境の向上についての検討

・都が主催し、市も参画している平井川流域連絡会と合同で平井川におけるオオブタクサの
除去作戦を開催し、市民、連絡会会員、都及び市職員で除去作業を実施した（7月）。
・秋川におけるオオキンケイギクの除去作業を実施した（6月）。

B B
環境政策課
（環境政策

係）

A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略
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自48
河川環境の維持・
向上

河川環境の維持・向上

自
然
環
境

自
|

３
 

生
物
多
様
性
の
創
出
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担当 全体

公共における生物多様性に配慮
した緑の充実（公共施設や公
園、街路樹の適正管理）

公共における生物多様性に配慮
した緑の拡大（公共施設や公
園、街路樹の拡大）

「あきる野市ふるさとの緑地保全条例」に基づき、工場立地法、中高層建築物及び宅地造成
に伴う緑化を指導した。
　緑化指導件数22件
　内訳　工場立地法の届出：0件、緑化計画書の届出7件、宅地造成等に関する届出15件

A
環境政策課
（環境政策

係）

「あきる野市宅地開発等指導要綱」に基づき、緑化指導を行った。 A
都市計画課

（R6～住宅政
策課）

自56

住宅地等の緑化の
推進（苗木配布、
グリーンカーテン
普及等）

住宅地等の緑化の推進

・（公財）東京都農林水産振興財団との連携による苗木配布事業を実施した。
・グリーンカーテン写真募集やゴーヤ苗の無料配布を行い、グリーンカーテンの普及啓発を
図った。（ゴーヤの苗配布：環境フェスティバル3ポット×250人、公共施設100ポット、
グリーンカーテンの写真提供：11件）

A A
環境政策課
（環境政策

係）

自57

農地や緑地の多面
的機能の情報を収
集し、情報提供、
普及啓発を図る

-

・広報等によりグリーンカーテン写真募集を通じて、緑の機能について普及啓発を図った。
・広報等への保存緑地と公開緑地の指定制度の掲載を通じて緑の大切さについて普及啓発を
図った。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

関係各課

A

【地域防災課】会館敷地内の草木の剪定や伐採等の維持管理
【五日市出張所】敷地内樹木等の維持管理
【環境政策課】敷地内樹木の維持管理
【観光まちづくり推進課】施設内にある樹木の剪定、道路際立ち木、枯損木、雑木枯れ枝伐
採（安全確保）
【福祉総務課】落ち葉堆肥作り
【障がい者支援課】グリーンカーテンの設置
【子ども家庭支援センター】　敷地内樹木の維持管理
【保育課】グリーンカーテンの設置
【教育総務課】敷地内樹木の維持管理
【学校給食課】敷地内樹木の維持管理
【スポーツ推進課】除草、芝生地及び樹木等の維持管理

A A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略

自
然
環
境

自
|

３
 

生
物
多
様
性
の
創
出

一
般

②
市
街
地
に
お
け
る
緑
の
保
全
・
創
出

ⅰ
）

公
共
施
設
な
ど
の
緑
の
充
実
・
拡
大

ⅱ
）

市
街
地
の
緑
化
の
推
進

自54

公共における生物
多様性に配慮した
緑の充実・拡大
（公共施設や公
園、街路樹の適正
管理）

自55

緑化の推進（工場
立地法、ふるさと
の緑地保全条例・
宅地開発等指導要
綱）

緑化の推進（工場立地法、ふる
さとの緑地保全条例・宅地開発
等指導要綱）
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担当 全体

令和3年度に更新したハザードマップを、市ホームページに掲載し、一層の周知を図った。
ハザードマップ裏面に掲載している様々な災害情報も市ホームページに掲載し、災害への備
えについて啓発を行った。また、令和6年度のハザードマップ更新に係わる準備をした。

A 地域防災課

・保存緑地の指定制度等を活用し、崖線緑地の保護と適切な管理を行った。
・崖線緑地で崩落防止工事等が行われる場合は、希少種の棲息・生育状況等を調査し、可能
な限り緑地の保全を要望する体制を継続している。

A
環境政策課
（環境政策

係）

ⅰ
）

農
畜
産
物

に
お
け
る
取
組

自59
地産地消型農業の
推進

地産地消型農業の推進
JAあきがわと連携し、積極的な地元農産物の入荷を推進した。新規就農者や認定農業者
に、直売所への出荷を呼び掛けた。

A A 農林課

自60

森林資源の需要の
喚起（新たな資源
価値の付加・間伐
材などの積極的活
用）

森林資源の需要の喚起（新たな
資源価値の付加・間伐材などの
積極的活用）

「あきる野市公共建築物等における多摩産材利用促進に関する方針」に基づき、多摩産材
（地元産材）の利用拡大を図り、森林資源の需要を喚起した。
令和5年度の市公共工事等で多摩産材を使用した課：農林課

A A 農林課

自61
公共施設における
地元産材の使用促
進

公共施設における地元産材の使
用促進

令和5年度の市公共工事等で多摩産材を使用した課
【農林課】林道南沢線災害復旧工事

○これまでの導入事例
【地域防災課】土台、通し柱、管柱などに使用中
【福祉総務課】授乳室の建築資材に多摩産材を使用（H28）
【こども家庭センター】建物建築資材やオブジェ（シンボルツリー）に多摩産材を使用

B B 施設所管課

自62
「秋川渓谷物語」
ブランドの普及拡
大

「秋川渓谷物語」ブランドの普
及拡大

(株)セブンイレブン・ジャパンとの包括連携協定により、セブンイレブンの市内店舗におい
て「秋川渓谷物語」ブランドの認証を受けた商品（くんせいチーズ、くんせい卵など）の販
売を行い、土産物の需要の拡充を図っている。

A A 商工振興課

自63
「秋川渓谷」のブ
ランド化の推進

「秋川渓谷」のブランド化の推
進

観光プロモーションイベント等にて「秋川渓谷」ロゴを活用したエコバックの配布や檜原街
道沿いの街灯にタペストリーを設置するなど、ブランド化の推進に取り組んだ。

A A
観光まちづく

り推進課

A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略

住民生活の安全性の確保を前提
とした緑の回復方策の検討

一
般

②
市
街
地
に
お
け
る
緑
の
保

全
・
創
出

①
地
産
地
消
の
推
進

②
生
物
多
様
性
を
活
か
し

た
商
品
等
の
開
発

ⅲ
）

崖
線
緑
地
の
回
復
・
充

実

ⅱ
）

地
元
産
材
に
お
け
る
取
組

ⅰ
）

地
域
ブ
ラ
ン
ド
普
及

拡
大
な
ど

自58

住民生活の安全性
の確保を前提とし
た緑の回復方策の
検討

自
然
環
境

自
|

３
 

生
物
多
様
性
の
創

出

自
|

４
 

生
物
多
様
性
の
活
用
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担当 全体

「森っこサンちゃん」のイラストについては、事業者が各種商品に活用できるよう、「森っ
こサンちゃん」使用に関する要領を定めており、各種商品等に活用されている。令和5年度
末現在、31個が商品化されている。また、市が発行する各種刊行物や各種の団体によるポ
スターやパンフレット等にも活用されている。

A
環境政策課

（環境の森推
進係）

あきる野市とあきる野商工会が秋川渓谷ブランドの開発等と併せて研究を行っている段階で
あり、市内事業者の「森っこサンちゃん」を活用した商品開発や販売の支援を図っている。
現在は、「秋川渓谷瀬音の湯」をはじめとした市内の一部の事業者で、「森っこサンちゃ
ん」を活用した商品（ストラップやまんじゅう、Tシャツなど）が販売されている。

A 商工振興課

自65
武蔵五日市駅前市
有地の観光拠点化

武蔵五日市駅前市有地の観光拠
点化

秋川流域の活性化に向け、令和5年8月に策定した「武蔵五日市駅前市有地活用計画」に基
づき、武蔵五日市駅前市有地の活用を行うこととした。
令和5年度は、武蔵五日市駅前拠点施設の建設を目的に、基本設計業務及び実施設計業務を
実施した。

A A
観光まちづく

り推進課

自66
秋川渓谷戸倉体験
研修センターの運
営

旧戸倉小学校施設の体験型研修
施設化

体験利用については、3階秋川流域ジオ情報室と連携し、事業のサービス向上を図った。
体験事業：1,551人（令和4年度：1,499人）

A A
観光まちづく

り推進課

あきる野百景について、市内の関係機関に配布を継続した。 A
環境政策課
（環境政策

係）

既存マップを秋川渓谷観光情報コーナー、観光プロモーションイベント等で配布し、周知を
行った。

A
観光まちづく

り推進課

自68 各種マップの作成 各種マップの作成
既存マップを継続的に配布するとともに、秋川渓谷総合マップ、秋川渓谷四季リーフレット
を作成した。

A A
観光まちづく

り推進課

自64
「森っこサンちゃ
ん」を活用した商
品等の開発

「森っこサンちゃん」を活用し
た商品等の開発

自
然
環
境

自
|

４
 

生
物
多
様
性
の
活
用

一
般

②
生
物
多
様
性
を
活
か
し
た
商
品

等
の
開
発

③
生
物
多
様
性
を
活
か
し
た
観
光
振
興

ⅰ
）

地
域
ブ
ラ
ン
ド
普
及
拡
大
な

ど

ⅰ
）

観
光
拠
点
等
の
運
営
・
整
備

ⅱ
）

観
光
ル
ー

ト
の
設
定
な
ど

自67
あきる野百景など
の観光スポットの
周知・活用

あきる野百景などの観光スポッ
トの周知・活用

対応する分野別計画
戦略：生物多様性あきる野戦略 令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版

A

A
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担当 全体

自69
古道・散策コース
（フットパス）及
び景観の整備

古道・散策コース（フットパ
ス）及び景観の整備 13の町内会・自治会等により昔道・尾根道の整備が8事業、景観整備が13事業行われた。 A A

環境政策課
（環境の森推

進係）

自70
観光ボランティア
ガイドの育成

観光ボランティアガイドの育成

観光ボランティアガイド研修を3回実施した。内容は以下のとおりである。

第1回：普通救命講習（参加ガイド7人）
第2回：小峰ビジターセンター職員を講師とした研修（参加ガイド5人）
第3回：森林レンジャーを講師とした研修（参加ガイド８人）

A A
観光まちづく

り推進課

自71
各種ルートの設定
（散歩路・遊歩
道）

各種ルートの設定（散歩路・遊
歩道）

JR武蔵五日市駅を中心とした以下の観光ルートについて周知啓発を行った。
①増戸ルート、②五日市ルート、③金比羅ルート、④深沢ルート、⑤戸倉ルート、⑥乙津・
養沢ルート、⑦秋川エリアルート

A A
観光まちづく

り推進課

自72
釣りなどのレ
ジャーへの活用

釣りなどのレジャーへの活用
秋川漁業協同組合や関係行政機関等の連携により、釣り人が快適に利用できるよう施設の維
持管理を行った。

A A
観光まちづく

り推進課

自73
バーベキュー場の
維持管理

バーベキュー場の維持管理 指定管理者により適切な管理がなされ、清流保全に寄与した。 A A
観光まちづく

り推進課

地下水汚染調査

湧水調査

生2
生活環境に関する
情報の収集・公開

-

国、都などの情報収集を行った。令和４年大気汚染防止法の改正で石綿事前調査報告書のシ
ステムでの報告が始まったが、令和５年度においても調査者の資格についての改正があった
ため、自治会・町内会の回覧や商工会を通じ情報提供を行った。

A A
生活環境課
（生活環境

係）

河川の水質調査

③
生
物
多
様
性
を
活
か
し
た
観
光
振
興

ⅱ
）

観
光
ル

❘
ト
の
設
定
な
ど

ⅲ
）

渓
流
を
活
か
し
た
取

組

生
活
環
境

生
|

１
 

公
害
対
策
の
推
進

①
公
害
の
防
止

ⅰ
）

環
境
調
査
の
継
続
と
生
活
環
境
に
関
す
る

情
報
の
収
集
・
公
開

自
然
環
境

自
|

４
 

生
物
多
様
性
の
活
用

対応する分野別計画
戦略：生物多様性あきる野戦略

生1 環境調査の継続

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版

生活環境課
（生活環境

係）

・秋川・平井川河川水質調査、清流保全条例施行に伴う湧水及び合流点の水質調査などの河
川の水質調査を実施した。調査結果等は、市ホームページや環境白書に掲載した。
・地下水汚染調査を実施した（年1回7か所）。調査結果等は、市ホームページや環境白書
に掲載した。
・清流保全条例施行に伴う湧水及び合流点の水質調査により、湧水調査を実施した（年1回
17か所、4か所については湧水が確認できなかったため欠測）。

A A

一
般
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担当 全体

生3
粉じん防止対策の
充実

-

○粉じん苦情件数：5件
都条例である「環境確保条例」等に基づき、工場等に対して粉じん発生防止を指導するとと
もに、苦情が発生した際には、苦情原因者に対して必要な指導を実施し、改善を求めてい
る。

○石綿特定粉じん排出等事前調査結果報告
・報告件数　319件（解体88件、改修231件）
・立入件数　50件

A A
生活環境課
（生活環境

係）

生4
悪臭防止対策の充
実

-

悪臭苦情件数：6件
都条例である「環境確保条例」等に基づき、工場等に対して悪臭発生防止を指導するととも
に、苦情が発生した際には、苦情原因者に対して必要な指導を実施し、改善を求めている。

A A
生活環境課
（生活環境

係）

生5

事業所排水対策
（水質調査、汚濁
防止、普及啓発の
実施）の継続

事業所排水対策（水質調査、汚
濁防止、普及啓発の実施）の継
続

水質汚濁防止法の特定施設に該当する事業所に対し、排水の水質調査を実施した。その結
果、環境基準を超過した事業所はなかったため、個別の指導は行わなかった。

A A
生活環境課
（生活環境

係）

生6

生活排水対策（下
水道への接続啓
発・普及、合併処
理浄化槽の設置補
助、普及啓発の実
施）の継続

生活排水対策（下水道への接続
啓発・普及、合併処理浄化槽の
設置補助、普及啓発の実施）の
継続

下水道接続の啓発・普及に係る広報掲載を行った。
また、生活排水対策の一環として、下水道設置認可区域外における合併処理浄化槽設置に補
助金（7件）を交付した。

A A
管理課

（R6～生活排
水対策課）

生7 下水道の整備 -
令和5年度は、市内2箇所合計3.97ha（引田地区3.10ha、五日市地区0.87ha）の汚水枝
線工事を実施し、整備面積を拡大した。

A A
管理課

（R6～生活排
水対策課）

生8

下水道事業認可区
域外の地域におけ
る汚水処理施設設
置検討

-
令和5年度は、市内全域における浄化槽使用世帯数を算出した後、今後の汚水処理整備にお
ける設置費用及び維持管理費用の試算を行った。

A A
管理課

（R6～生活排
水対策課）

ⅳ
）

騒
音
防
止

対
策
の
充
実

生9
工場・事業場から
の騒音防止対策の
充実

-

工場・事業所に関する騒音苦情件数：11件
都条例である「環境確保条例」等に基づき、工場等に対して騒音発生防止を指導するととも
に、苦情が発生した際には、苦情原因者に対して必要な指導を実施し、改善を求めている。

A A
生活環境課
（生活環境

係）

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価
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担当 全体

生10
道路交通騒音対策
の実施（東京都等
への要望）

- 特に案件がなかったため、実施しなかった。 A A
建設課

生11
近隣騒音防止対策
の充実（啓発・指
導）

-

近接騒音苦情件数：27件（建設作業等の作業音、交通騒音、ボイラー・空調室外機の稼働
音、コンプレッサーなど）
苦情が発生した際に、現地を確認のうえ、必要な指導等を行っている。

A A
生活環境課
（生活環境

係）

生12
航空騒音対策の実
施（関係機関への
要請）

-

・防衛施設周辺整備全国協議会を通じて、継続的に国への要望活動を行った。
・降下訓練等について、機会を捉えて国等へ要請を行った。騒音のほか、オスプレイやパラ
シュート降下訓練、航空機訓練等に係る口頭要請・書面での要請を行った。（総計16回）
・市民からの騒音苦情について、北関東防衛局横田防衛事務所に申し伝えた。（苦情件数
249件）
・市民からの騒音苦情が増加していることについて、北関東防衛局横田防衛事務所を直接訪
ね、市民の不安などを伝えた。（1回）

A A 企画政策課

生13
有害化学物質に係
る情報の充実（情
報提供）

- 国、都などの情報収集を行った。 A A
生活環境課
（生活環境

係）

生14

有害化学物質の使
用の適正化の促進
（届出に係る指
導）

-

有害化学物質使用届出件数：16件
有害化学物質を使用している事業者に対し、使用量報告を提出してもらい、使用の適正化を
推進した。

A A
生活環境課
（生活環境

係）

生15
振動防止対策の充
実（苦情に伴う指
導）

-

振動苦情件数：1件
都条例である「環境確保条例」等に基づき、工場等に対して振動発生防止を指導するととも
に、苦情が発生した際には、苦情原因者に対して必要な指導を実施し、改善を求めている。

A A
生活環境課
（生活環境

係）

生16
土壌汚染対策の実
施（調査や対策の
指導等）

-

土壌汚染調査結果報告書提出件数：0件
都条例である「環境確保条例」等に基づき、有害化学物質を取り扱っていた工場等を撤去す
る際に、土壌汚染調査の実施及び報告の提出等を指導した。

A A
生活環境課
（生活環境

係）

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価
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担当 全体

生17

家畜のふん尿等の
衛生管理の推進
（指導、巡回指
導、排せつ物処理
施設の整備）

- 畜産農家へ巡回指導を実施した。 A A 農林課

生18
光害防止対策の研
究

-

光害に対する苦情件数：0件
現在のところ、光害に対する苦情は寄せられていないが、国のガイドラインの内容の把握な
ど、研究に努めている。

A A
生活環境課
（生活環境

係）

生19
ごみ会議の運営・
推進

-

廃棄物減量等推進員の活動を通じて、ごみ減量化の情報発信や活動を行った。
・全体会議開催　11回（情報誌「へらすぞう」編集会議は全体会で実施）
・情報誌「へらすぞう」の発行　1回
・生ごみ堆肥化講習会開催　6回　115人参加
・小学校への出張ごみ授業　2校　166人参加

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生20

ごみ減量・リサイ
クル意識の啓発
（「へらすぞう」
の発行）

-
令和6年2月に、年1回の情報誌へらすぞうを発刊し、２月に町内会・自治会への回覧や小中
学校、保育施設への配布を行い、ごみ減量・リサイクル意識の啓発を行った。

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生21
生ごみリサイクル
の促進

-

生ごみ堆肥化の普及のための支援を行った。
・ＥＭ菌生ごみ処理容器貸与　70世帯　135個
・ダンポストの普及　講習会（6回）115人

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生22
落ち葉の堆肥化の
推進

-

落葉の有効利用として、市有地の竹で作成した堆肥化枠を地域団体等が使用し、これらの活
用状況や維持管理の検証を行った。
5基設置（前田公園1基、高尾公園1基、草花公園1基　横沢入2基）
令和5年度は新設なし。
秋の一斉清掃では、町内会等を通じ、落ち葉を木の根元に置き堆肥化することを奨励した。

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生23 水切りの徹底 -

令和４年度から可燃袋へ水切りについて記載し、ごみ問題啓発ポスターコンクールではテー
マの一つにし、入賞作品を商店等で掲出した。また、生ごみ堆肥化講習会においても、参加
者にごみの水切りについて啓発活動を行った。

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価
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担当 全体

生24
環境フェスティバ
ルへの参加等のイ
ベントの実施

-

環境フェスティバルへ参加し、フリーマーケット、リサイクル品展示、生ごみ堆肥化講習
会、フードドライブやブースでのごみ減量・資源化に関する展示を行い、ごみの減量化・資
源化の啓発を行った。

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生25
廃食油の有効利用
の促進

-

廃食油を利用した石けんづくりは、1団体（年間５回）が実施した。環境フェスティバルで
アンケート回答者に配布した。また、年2回実施したフードドライブ協力者に御礼として配
布するとともに廃食油を下水道に流さないよう呼びかけを行い、普及啓発を図った。
（廃食油石けん配布実績　354個）

A A
生活環境課
（生活環境

係）

生26
事業者へのごみ減
量啓発

-
「事業用大規模建築物における廃棄物の減量及び再利用に関する計画書」提出事業所に対
し、ごみの分別及びリサイクルへの積極的な取組などについてのごみ減量の啓発を行った。

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生27
食品ロス削減の推
進【新規】

-

市民や市内事業者から余剰食品を受けるフードドライブを3回実施、食品ロスをテーマにし
た講演会の開催や食品ロスに関する授業を市立小学校７校で実施した。ごみ問題啓発ポス
ターコンクールではテーマの一つにし、入賞作品を商店等での掲出を行った。また、食品ロ
ス削減の取組を行っている市内飲食店等を食べきり協力店として登録（7店舗）し、ホーム
ページ等で紹介した。

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生28
廃プラ問題への取
組【新規】

-

一斉清掃での海ごみゼロウィーク用ごみ袋の配布やごみ情報誌「へらすぞう」に海ごみに関
する記事を掲載するなど、レジ袋等プラスチックごみ削減の啓発を行った。また、白色トレ
イとペットボトルの分別回収を行い、容器包装プラスチックのリサイクルを推進した。
白色トレイの戸別回収・資源化
・回収量　2ｔ
ペットボトルの戸別回収・資源化（主に繊維の原料などに再生するケミカル・リサイクル）
・回収量　210ｔ

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生29
ごみの戸別収集・
有料化の継続

- ごみの戸別収集・有料化を継続した。 A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生30
資源集団回収の推
進

-

資源集団回収団体の奨励金交付
・登録団体　99団体
・実施回数　833回
・奨励金　19,303,516円

優良団体表彰を実施　優良3団体

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価
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担当 全体

生31 資源回収の充実 -

白色トレイの戸別回収・資源化
・回収量　2ｔ
ペットボトルの戸別回収・資源化（主に繊維の原料などに再生するケミカル・リサイクル）
・回収量　210ｔ

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生32
新たなリサイクル
システムの検討

-

ごみ処理する過程で発生する熱エネルギーにより発電を行い、施設の電力をまかなうととも
に、余熱利用システムにより、一部、場内への給湯を行い、効率的なエネルギーの有効利用
をしている。

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生33
放置自転車リサイ
クルの実施

-

市が管理する自転車等駐車場に放置された自転車のリサイクルに向け撤去、保管を実施。
令和５年度　撤去自転車台数　　　 254台（リサイクル用保管自転車123台含む）
　　　　　　撤去原付自転車台数　　　3台
　　　　　　リサイクル用自転車台数　8台

A A 地域防災課

生34
最終処分場掘り起
こし再生

- 最終処分場の掘り起こしを令和４年度で終了した。 F F
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生35
直接搬入ごみの受
入れ

-

○持ち込みごみ搬入量
・可燃ごみ  209ｔ（一般家庭34ｔ、許可業者175ｔ）
・不燃ごみ　    2ｔ（一般家庭のみ）
・粗大ごみ　668t（一般家庭のみ）
○持ち込みごみ手数料
・一般家庭：10㎏あたり300円
・許可業者：10㎏あたり400円

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生36
環境低負荷型の収
集の実現

- ごみ収集車両については、NＯx・PM低減装置適合車両を使用している。 A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生37
清掃工場の適正管
理

- 西秋川衛生組合において、環境基準に対応するよう定期的に施設の点検・整備を行った。 A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価
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対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略

生
活
環
境

生
|

２
 

資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

一
般

②
資
源
循
環
型
社
会
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

③
環
境
に
配
慮
し
た
収
集
・
処
理
の
推
進

ⅰ
）

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
等

ⅰ
）

環
境
に
配
慮
し
た
ご
み
処
理
の
推
進



- 95 -

担当 全体

生38
不適切な屋外広告
物（看板等）の指
導、撤去

- 違反広告物1,214枚撤去した。（違反広告物撤去協力員：令和6年3月現在81人） A A
管理課

（R6～住宅政
策課）

-

関係課の連携を図り、不法投棄がされやすい場所に不法投棄防止の看板を設置し、不法投棄
防止対策を行った。
・看板作成　100枚
・市民設置　　45枚

A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

-

公園等については、シルバー人材センター等に委託し、定期的な清掃や除草・剪定を実施し
た。
道路については、関係課と連携し、除草等実施した。

A
管理課

（R6～都市政
策課）

- 他課と連携して、街路樹の除草等を実施した。 A
建設課

- 施設所管課

生39
道路・街路樹・公
園・公共施設等の
適正管理

A【地域防災課】　清掃等の維持管理、会館内清掃、会館内及び会館敷地内の不具合箇所修
繕、会館敷地内草木の維持管理
【五日市出張所】　公共施設の修繕、敷地内の樹木管理等の実施
【環境政策課】　敷地内樹木の維持管理
【商工振興課】　ひろば内の除草・剪定作業
【観光まちづくり推進課】　施設内にある樹木の剪定、ごみ処理、除草、雑木枯れ枝伐採
（安全確保）
【福祉総務課】　敷地内樹木の維持管理
【障がい者支援課】敷地内樹木の維持管理
【高齢者支援課】　敷地内樹木の維持管理
【子ども政策課】　敷地内樹木の維持管理
【子ども家庭支援センター】　敷地内樹木の維持管理、清掃
【保育課】　園児散歩時の清掃活動及び一斉清掃の参加等
【区画整理推進室】除草、清掃
【管理課】　修繕、清掃等の維持補修管理
【教育総務課】　敷地内の樹木管理
【学校給食課】　敷地内の樹木管理
【生涯学習推進課】　敷地内の植栽、樹木の維持管理
【スポーツ推進課】　施設の管理、グランドや備品の維持補修等
【図書館】　敷地内樹木の剪定等

A
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担当 全体

-

市内各駅において「喫煙マナーアップ」ののぼり旗を設置し、喫煙のマナーについて意識啓
発を行ってきたが、のぼり旗の在庫が無くなり、予算要望をしているが、予算の取得に至っ
ていない。ポイ捨て禁止看板については要望に応じ設置している。

B
生活環境課
（生活環境

係）

-
一斉清掃の実施や、ボランティアとして清掃する方にボランティア袋の配布を行い、ごみの
ポイ捨て防止の啓発活動を行った。

A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生41
一斉清掃の実施
（海ごみゼロ
ウィークの取組）

-

あきる野市一斉清掃を実施
町内会・自治会等の協力により、市内各地の道路や河川等の清掃を実施
○実施日　令和5年5月28日
・参加人員　12,988人
・ごみ収集量　17.92ｔ
○実施日　令和5年11月26日
・参加人員　11,797人
・ごみ収集量　18.56ｔ

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生42
ボランティア袋の
配布や収集ごみの
回収など

-

ボランティア袋の配布等を継続し、市内の美化を促進した。
可燃（大）1,483組
可燃（小）   463組
不燃（大）     98組
不燃（小）   124組
合計　　　2,168組

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生43
ポイ捨て防止など
の対策の研究

-
市民からの通報や不法投棄パトロールにより、ごみのポイ捨てがされやすい箇所の情報を収
集・分析し、看板設置などによりごみのポイ捨ての防止対策を行った。

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生44
不法投棄対策の充
実

-
シルバー人材センターに委託し、不法投棄防止パトロールを実施及び不法投棄がされやすい
場所に不法投棄防止の看板を設置し、不法投棄防止対策を行った。

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

生45 空き地の適正管理 -

あき地の適正管理に対する苦情件数：55件
あき地の管理適正化に関する条例に基づき、管理のされていないあき地の所有者に対し、草
刈り等を実施するよう指導している。

A A
生活環境課
（生活環境

係）

生46
空家対策計画の推
進

-
空き家管理における課題を踏まえ策定した「あきる野市空家等対策計画」に基づき、各種対
策を推進した。

A A
都市計画課

（R6～住宅政
策課）

A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略
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啓発）
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担当 全体

生47
ペットの飼い方等
の意識啓発

-
感染症対策を行い、狂犬病予防注射（集合）を4日間実施し、582頭に接種をして注射済票
の交付及びペットの飼い方等の啓発チラシの配布を行った。

A A 健康課

-

ペットに関する苦情件数：0件
ペットに関する苦情については、東京都や健康課においても対応しているところであり、環
境衛生の観点から、可能な範囲で、飼い主に対して適正な飼育の依頼をしている。

A
生活環境課
（生活環境

係）

-

ふん害及び鳴き声などの苦情に対し必要に応じて生活環境課と現地調査を行い、マナーにつ
いてのチラシの配布等を行った。
啓発用注意看板の配布（138枚）や年1回広報紙でマナーを守るよう啓発活動を行った。

A 健康課

-

武蔵引田駅北口土地区画整理事業について、令和5年3月22日時点で304筆中29４筆の仮
換地指定が終了した。事業地内についても宅地整地・道路整備を進めた。引き続き令和7年
度の事業完了に向け良好な街並み整備を図る。

A
区画整理推進

室

- 実施なし C
都市計画課

（R6～都市政
策課）

-

観光ルートにある観光トイレ、階段、誘導標識等の適切な維持管理を継続して実施するとと
もに、眺望確保のための森林整備、観光マップ及びパンフレットによる観光ルートの周知を
行った。
また、推奨すべき観光ルートの検討を行うとともに、東京都へ散策路及び遊歩道等の適切な
維持管理を要望した。

A
観光まちづく

り推進課

- 5つの町内会・自治会により昔道・尾根道の整備が8事業行われた。 A
環境政策課

（環境の森推
進係）

-

・全市民が対象ではないが、市民及び事業者の参画するあきる野市環境委員会において、
「第二次あきる野市環境基本計画」「生物多様性あきる野戦略」の施策の進捗状況の点検評
価を行った外、意見の聴取を行った。この結果を、環境白書に掲載して公表した。
・あきる野市環境委員会について、会議を傍聴できることを市ホームページで周知している
が、傍聴希望者はいなかった。

A
環境政策課
（環境政策

係）

- 実施なし C
都市計画課

（R6～都市政
策課）

A

A

A

A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
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整
備

生48
ペットの飼い方等
に関する苦情対策

生49
地区計画などを活
かした良好な街並
みづくり

生50
歩きやすい散策
路、遊歩道等の整
備

生51
市民参加型まちづ
くりに向けた意識
啓発



- 98 -

担当 全体

エネ1
省エネに関する情
報収集や情報提
供、普及啓発

-

・国、都、企業等から情報を収集し、関係部署やあきる野商工会への情報提供、窓口へのち
らし設置、広報掲載等により普及啓発を図った（東京ゼロエミポイント、家庭の省エネハン
ドブック、既存非住宅省エネ改修促進事業など）。
・東京都が補助を拡大した「蓄電池設置等に関する補助制度」について、その周知に協力
し、公共施設でのチラシ設置、広報、ホームページ、行政回覧等による周知を行った。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

エネ2
環境家計簿などの
普及拡大

-

・環境家計簿について、公共施設における配布及び市ホームページにおける公開の継続を実
施した。
・省エネ型生活10か条について、内容や周知の方法について、環境委員会で検討・協議を
行った。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

エネ3

エネルギーマネジ
メントに関する情
報収集や情報提
供、普及啓発

-

国、都、企業等から情報を収集し、関係部署や事業者（あきる野商工会）への情報提供、窓
口への資料設置等により普及啓発を図った（「省エネエネルギー診断のススメ」、「令和5
年度版　中小規模事業所向け　東京都の主なエネルギー対策支援」など）。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

エネ4
環境フェスティバ
ルの開催

-
環境フェスティバルを開催し、様々な環境活動を行う企業・団体等により省エネ型活動の普
及啓発を行った。（令和5年5月13日開催、来場者約2,000人）

A A
環境政策課
（環境政策

係）

国や東京都、他の地方公共団体、企業からの情報提供等を通じ、グリーン購入等に関する情
報収集を継続した。このうち、本市の特性に応じて有効と思われるものについて、情報提供
等を行う予定であったが、特に有効と認められるものがなかった。

A
環境政策課
（環境政策

係）

市ホームページにあるグリーン購入に関する掲載内容を充実し、環境に配慮した消費行動の
情報提供、普及啓発を行った。

A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）
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エネ5

グリーン購入等の
環境に配慮した消
費行動の情報収集
や情報提供、普及
啓発

- A
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担当 全体

エネ6
こまめな消灯など
の省エネの推進
（公共施設）

-

エコ活動として、節電・節水・紙の抑制・燃料の抑制・グリーン購入・ごみの減量を掲げ、
各課において毎月の実績値をチェックシートに入力することで、環境に配慮した活動に取り
組んだ。

A A
関係各課

（総務課）

エネ7
環境に配慮した消
費行動の実践（公
共施設）

-

エコ活動として、節電・節水・紙の抑制・燃料の抑制・グリーン購入・ごみの減量を掲げ、
各課において毎月の実績値をチェックシートに入力することで、環境に配慮した活動に取り
組んだ。

A A
関係各課

（総務課）

エネ8
公共施設における
エネルギーマネジ
メントの実施

-

「第五次あきる野市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」に基づき、公共施設における
エネルギー使用量の管理を継続した。また、「第四次あきる野市地球温暖化対策実行計画
（事務事業編）」に基づく温室効果ガス排出量算定結果について、市内部で情報共有を図
り、公表している。

A A
関係各課

（環境政策課
環境政策係）

エネ9

再生可能エネル
ギー技術や省エネ
ルギー技術などの
情報収集や情報提
供、普及啓発

-

国、都、企業等から情報を収集し、関係部署や事業者（あきる野商工会）への情報提供、窓
口への資料設置等により普及啓発を図った（「省エネエネルギー診断のススメ」、「令和5
年度版　中小規模事業所向け　東京都の主なエネルギー対策支援」など）。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

エネ
10

家庭における再生
可能エネルギー設
備等の導入支援

-

・国、都、企業等から情報を収集し、関係部署や事業者（あきる野商工会）への情報提供、
窓口への資料設置等により普及啓発を図った（東京ゼロエミポイントなど）。
・東京都が実施する太陽光発電及び蓄電池グループ購入促進事業（みんなのおうちに太陽
光）について、その周知に協力し、公共施設でのチラシ設置、広報、ホームページ、行政回
覧等による周知を行った。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

ⅱ
）

建
物
自
体

の
省
エ
ネ
化
の

推
進

エネ
11

スマートハウスや
省エネ改修などの
情報収集や情報提
供、普及啓発

-
国、都、企業等から情報を収集し、関係部署や事業者（あきる野商工会）への情報提供、窓
口への資料設置等により普及啓発を図った（東京都既存非住宅省エネ改修促進事業など）。
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エネ
12

再生可能エネル
ギー設備・機器の
導入

-

令和5年度の導入実績なし。

※これまでの導入事例
【観光まちづくり推進課】
　秋川渓谷瀬音の湯にバイオマスボイラーを設置済（※現在稼働していない）
【子ども家庭支援センター】
　秋川流域病児・病後児保育室「ぬくもり」の屋根にソーラーパネル発電設備を設置済
【施設営繕課】
　・庁舎空調設備における熱源機器の更なるチューニングについて、調査・研究の実施
　・学校施設における省エネルギー設備機器（照明設備のLED化及び高効率空調熱源）の導
入についての検討
【教育総務課】
　・市内一部の学校に、太陽光発電設備を導入済
　・市内小中学校に、小型太陽光発電設備（屋外照明）を導入済

A
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担当 全体

街路灯の新設について、LED灯を設置した。
令和５年度設置基数14基
合計8,069基（令和4年度　8,055基）

A
建設課

・学校施設における省エネルギー設備・機器（照明設備のLED化及び高効率空調熱源）の導
入について事業計画の策定を行った。
・学校施設の空調設備を高効率型に改修を行った。

A 施設営繕課

【地域防災課】　改修が必要な蛍光灯は、LED化を推進

【福祉総務課】　蛍光灯から徐々にLED照明に交換
【教育総務課】　学校施設におけるESCO事業による省エネルギー設備・機器（照明設備の
LED化及び高効率空調熱源）の導入について事業計画の策定。
【生涯学習推進課】　トイレ照明・夜間照明のLED化、ESCO事業
【子ども政策課】改修が必要な蛍光灯は、LED照明に交換
【スポーツ推進課】照明のLED化、ESCO事業

A 施設所管課

公共施設での照明LED化について調査・検討を行い、施設所管課との調整を行った。
また、公共施設への太陽光発電設備導入（PPA）や電気自動車の急速充電設備の設置などに
ついて、企業等から情報収集を行うなど、導入可能性について研究を行った。

A
環境政策課
（環境政策

係）

エネ
15

エコドライブの情
報を収集し、情報
提供、普及啓発を
図る

-

・エコドライブの概要について市ホームページに掲載し、普及啓発を図った。
・エコドライブ宣言の実施に伴う「森っこサンちゃんエコドライブマグネットステッカー」
の配布を通じて、エコドライブの情報提供や普及啓発を継続した。（配布枚数：36枚（累
計：567枚））

A A
環境政策課
（環境政策

係）

エネ
16

エコドライブの普
及を推進する（イ
ベントの実施な
ど）

-

エコドライブ宣言の実施に伴う「森っこサンちゃんエコドライブマグネットステッカー」の
配布を通じて、エコドライブの情報提供や普及啓発を継続した。（配布枚数：36枚（累
計：567枚））

A A
環境政策課
（環境政策

係）

ⅱ
）

次
世
代
自

動
車
等
の
普
及

促
進

エネ
17

次世代自動車や低
公害車の情報を収
集し、情報提供、
普及啓発を図る

-

・国、都、企業などから次世代自動車及びその支援制度の情報を収集し、関係部署やあきる
野商工会への情報提供、窓口へのちらし設置等を行った。
・「あきる野市次世代自動車導入計画」に基づき、次世代自動車の導入検討を行った。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

エネ
13

省エネルギー設
備・機器の導入
（公共施設のLED
化など）

-

エネ
14

-

ESCO事業などに
よる省エネ改修の
実施検討

ⅰ
）

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推

進

エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境

エ
ネ
|

１
 

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
の
推
進

エ
ネ
|

２
 

移
動
手
段
に
お
け
る
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進

重
点

一
般

②
建
物
・
設
備
に
お
け
る
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
の
推
進

①
自
動
車
の
燃
料
使
用
量
の
節
減

ⅲ
）

公
共
施
設
等
に
お
け
る
取
組

A

A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価
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担当 全体

ⅱ
）

次
世
代
自
動
車

等
の
普
及
促
進

エネ
18

次世代自動車の開
発動向に対応した
施策の充実（水素
ステーションの設
置研究など）

- 「あきる野市次世代自動車導入計画」に基づき、次世代自動車の導入検討を行った。 A A
環境政策課
（環境政策

係）

エネ
19

公用車における燃
費管理を徹底し、
エコドライブをよ
り一層推進する

-
エコ活動の活用を継続し 、庁用車の使用による二酸化炭素排出量等の図示により、エコドラ
イブをより一層推進した。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

エネ
20

職員を対象とした
エコドライブの普
及・推進を図る

-

職員におけるエコドライブの実践は既に定着していると考えられ、エコドライブ講習会は実
施していないが、毎月の仕業点検時において安全運転管理者からエコドライブに努めるよう
指導している。

A A 総務課

- 令和5年度に電気自動車を３台導入した。 A 総務課

-

庁用車の新規導入及び買替の際には、代替可能な電動車がないなど特段の事情がない限り、
電気自動車等の次世代自動車やグリーン購入法に適合する低公害車等、環境負荷の少ない自
動車を導入するよう各課へ呼びかけた。

A
環境政策課
（環境政策

係）

一
般

②
移
動
手
段
の

転
換
等

ⅰ
）

移
動
手
段

の
転
換
に
伴
う

効
果
の
周
知

エネ
22

移動手段の転換に
よる二酸化炭素排
出量の削減効果に
関する情報を収集
し、情報提供、普
及啓発を図る

-
二酸化炭素排出量の削減効果を具体的に記載してはいないが、移動手段の転換による省エネ
について、市ホームページで紹介することで普及啓発を図った。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境

エ
ネ
|

２
 

移
動
手
段
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

重
点

①
自
動
車
の
燃
料
使
用
量
の
節
減

ⅲ
）

公
用
車
に
お
け
る
燃
料
使
用
量
の
節
減

エネ
21

公用車に次世代自
動車（主に電気自
動車）を計画的に
導入する

A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価
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担当 全体

-

令和5年7月に、既存の「あきる野市公共交通検討委員会」と「あきる野市地域公共交通会
議」を統合し、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」及び「道路運送法」に基づ
く法定協議会として「あきる野市地域公共交通協議会」を設置した。
同協議会において、地域公共交通計画の策定に向けた協議のほか、令和4年3月から開始し
た以下の公共交通実証実験の実施状況及び改善などについて協議した。（令和５年度会議開
催回数：3回）
①るのバスの増発・増便
②引田・代継・網代区域、東秋川橋西側区域及び草花折立区域（公共交通優先検討区域）に
おけるデマンド型交通

A 企画政策課

- 公共交通機関関係については、企画政策課が担当しており、総務課は特に実施していない。 C 総務課

- 課内の取組体制が不十分なため、実施できていない。 C
環境政策課
（環境政策

係）

エネ
24

必要に応じて駐輪
場を整備する

-
令和5年度については、防犯カメラの設置及び防犯灯のLED交換など、利用者への安全面を
考慮した整備を行った。

A A 地域防災課

エネ
25

自転車優遇策の研
究及び検討

-

国や東京都、他の地方公共団体、企業からの情報提供等を通じ、自転車の優遇方策について
情報収集を継続した（自転車シェアリングなど）。武蔵五日市駅周辺で市内民間事業者によ
る自転車シェアリングが行われていることを確認している。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

エネ
26

自転車の更なる有
効活用方策の検討

-

国や東京都、他の地方公共団体、企業からの情報提供等を通じ、自転車の優遇方策について
情報収集を継続した（自転車シェアリングなど）。武蔵五日市駅周辺で市内民間事業者によ
る自転車シェアリングが行われていることを確認している。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

-

エコ活動を推進し、燃料の抑制を掲げる中で、電気自動車の活用、公共交通機関の利用、自
転車の活用、エコドライブ等を行ったことにより、令和５年度の燃料使用量が27,577ℓと
なり、平成24年度比で5,164ℓ（15.77％）減少した。

A 総務課

-
エコ活動を継続し、総務課が行う徒歩や自転車での移動、公共交通機関の積極的利用の奨励
について引き続き支援を行った。

A
環境政策課
（環境政策

係）

エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境

エ
ネ
|

２
 

移
動
手
段
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

一
般

②
移
動
手
段
の
転
換
等

ⅱ
）

公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
向
上

ⅲ
）

自
転
車
の
利
用
拡
大

ⅳ
）

市
の
事
務
事
業
に
お

け
る
移
動
手
段
の
転
換
等

エネ
23

公共交通事業者と
連携し、公共交通
機関の利便性向上
に向けた取組を継
続する

エネ
27

徒歩や自転車での
移動、公共交通機
関の積極的な利用
を継続する

A

A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価
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担当 全体

ⅰ
）

森
林
の
保

全
エネ
28

森林の多面的機能
の情報を収集し、
情報提供、普及啓
発を図る

-

緑の大切さの広報活動（広報等による保存緑地と公開緑地の指定制度の紹介）、郷土の恵み
の森づくり事業、森林再生事業、森林レンジャーの活動と報告などを通して、森林の多目的
機能を発信した。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

エネ
29

木質バイオマス利
活用方法の研究等
の推進

-

国や東京都、他の地方公共団体、企業からの情報収集と研究を継続した（森林環境税の展望
等）。また、木質バイオマスの利活用に向け、令和6年度に導入可能性調査を実施するた
め、準備を行った。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

エネ
30

カーボン・オフ
セットの仕組みづ
くりや活用方策に
ついて研究する

-

国や東京都、他の地方公共団体、企業からの情報収集と研究を継続した（森林環境税の展望
等）。令和5年7月に、東京都と本市を含む都内の12市区町村が、都市部の森林環境譲与税
を原資に都西部地域の森林整備などを行う「多摩の森」活性化プロジェクト推進協議会が設
立され、4区が拠出した事業費により、本市及び奥多摩町の公有林（あきる野市分
16.53ha）について整備が実施された。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

②
地
球
温
暖
化
対
策
に

つ
な
が
る
地
産
地
消
の

推
進

ⅰ
）

農
畜
産
物
に
関
す

る
も
の

エネ
31

地産地消と地球温
暖化対策の関連性
について情報を収
集し、情報提供、
普及啓発を図る

- 地球温暖化対策における地産地消の効果についての発信及び普及啓発の機会はなかった。 C C
環境政策課
（環境政策

係）

エネ
32

ハザードマップに
より、危険箇所や
避難箇所の周知徹
底を図る【新規】

-

令和3年度に全戸配布しているハザードマップを市ホームページに掲載し、危険箇所や避難
箇所の周知徹底を図った。また、あきる野市産業祭に出展し、来場者に対してハザードマッ
プの見方の説明や、居住地域の危険度・避難場所の確認を実施した。

A A 地域防災課

エネ
33

自然災害に対する
様々な備えについ
ての普及・啓発を
行う【新規】

-

6月と9月の広報あきる野の一面に、自然災害に対する様々な備え等の情報を掲載し、防災
についての普及・啓発を行った。また、東京都が配布している防災ブック「東京くらし防
災」及び「東京防災」を総合窓口に設置し、普及を行った。

A A 地域防災課

エネ
34

防災・安心地域委
員会と連携した防
災の取組の推進
【新規】

-

防災・安心地域委員会と連携し、次の事業を実施した。
・市総合防災訓練において、避難所開設キットを活用した避難所開設訓練に参画した。
・地域で実施する防災活動への協力や、地域住民への防災知識・技術の普及などを担う人材
「地域防災リーダー」を育成する事業を実施した。
・あきる野市産業祭に出展し、機関誌「そなえ防災」等の配布による防災意識啓発活動を
行った。

A A 地域防災課

一
般

エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境

エ
ネ
|

３
 

緑
の
活
用

エ
ネ
|

４
 

気
候
変
動
へ
の
適
応
【

新
規
】

重
点

①
森
林
の
保
全
と
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
・
固

定
量
の
増
加

ⅱ
）

森
林
の
活
用

①
気
候
変
動
適
応
に
向
け
た
取
組

ⅰ
）

自
然
災
害
対
策

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
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第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略



- 104 -

担当 全体

エネ
35

熱中症予防の普
及・啓発と注意喚
起の取組を推進す
る【新規】

-

・ホームページにて、熱中症の説明、予防法等を掲載し、啓発を行った。
・熱中症警戒アラートが発令された際には、防災行政無線及びメールで市民への啓発を行っ
た。

A A 健康課

エネ
36

クールシェア・
ウォームシェアな
どの普及・啓発
【新規】

-

総務課と連携し、市の公共施設に掲示するクールビズやウォームビズの掲示物及び市職員の
職員証にクールチョイスのロゴを記載することで、市として省エネを推奨している姿勢を周
知し、クールシェアやウォームシェアのための公共施設の利用について支援した。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

エネ
37

室温の上昇を抑え
るグリーンカーテ
ンの普及・啓発
【新規】

-

グリーンカーテン写真募集やゴーヤ苗の無料配布を行い、グリーンカーテンの普及啓発を
図った。（ゴーヤの苗配布：環境フェスティバル3ポット×250人、公共施設100ポット、
グリーンカーテンの写真提供：11件）

A A
環境政策課
（環境政策

係）

人1
小中学校における
環境教育の推進

小中学校における環境教育の継
続

市内小学校10校において、第3学年は8校、第4学年は2校が、4月下旬から11月上旬にか
けて実施した。森林レンジャーと一緒に地域を散策し、自然や環境についての専門的な話を
聞き、地域の自然について理解を深めることができた。

A A 指導室

○食に関する年間指導計画に基づき、次の教科等の時間において食育を推進した。
・小学校低学年：生活科、特別の教科道徳、特別活動
・小学校中学年：社会、理科、体育（保健領域）、総合的な学習
・小学校高学年：社会、理科、体育（保健領域）、総合的な学習、家庭科
・中学校：保健体育科、家庭科等

○あきる野産の食材を活かした食に関する指導は、全校で、あきる野市献立会議等を中心に
給食指導の中で行っている。また、小学校では、学校の実態に応じて、米作り体験や大根・
のらぼう等の農業体験を実施した。

A 指導室

エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境

人
の
活
動

エ
ネ
|

４
 

気
候
変
動
へ
の
適
応
【

新

規
】

一
般

①
気
候
変
動
適
応
に
向
け
た
取
組

ⅱ
）

健
康
被
害
対
策

人
|

１
 

人
材
の
育
成

重
点

①
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
育
成

ⅰ
）

小
中
学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
の
継
続 学校給食課

A

○体力向上推進委員会の食育担当連絡会を紙面の情報交換にて1回開催した。
　各小中学の取組などについて同メンバーが紙面にまとめた資料を市に提出した。提出され
た資料を各校に配り各学校で情報共有を図ることができた。

○食に関する指導・授業の実施
　平成27年度から市内全小学校及び一部の中学校で栄養教諭による食育授業を実施するこ
とができた。今後は学校が主体となって同授業を実施できるようなことも視野に入れ展開し
ていく。
【目標・内容】
　・食事の重要性（食事の重要性や喜び、楽しさを理解する。）
　・心身の健康（心身の成長や健康保持増進の上で、望ましい栄養や食事のとり方を理解し
自ら管理していく能力を身につける。）
　・食品選択能力（正しい知識や情報に基づき食物の品質及び安全性等について自ら判断で
きる能力を身につける。）
　・感謝の心（食物を大切にするとともに、生産等に係わる人々へ感謝する心をもつ。）
　・社会性（食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身につける。）
　・食文化（各地域の産物、食文化や食に係わる歴史等を理解し、尊敬するこころをも
つ。）

A

人2
小中学校における
食育の推進

食育の推進

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価
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担当 全体

ⅰ
）

小
中
学
校
に

お
け
る
環
境
教
育

の
継
続

人3
小中学校で活用で
きる教材の作成

小中学校で活用できる教材の作
成

・生物の生息情報の収集等を継続し、小中学校向けに特化してはいないが、レッドリスト及
び外来種対策等について市民全体を対象とした資料を作成したほか、広報及びホームページ
等により周知した。また、リーフレット「知って守ろう　あきる野の自然」を希望する小学
校に配布した。
・夏休みの小学生向けコンテンツとして東京都環境局が作成した「かんきょうマンダラー
ト」を市内小学校10校に対し、身近な環境問題について家族と一緒に考えるきっかけとし
てもらうため提供を行った。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

人4
小宮ふるさと自然
体験学校における
体験学習の継続

小宮ふるさと自然体験学校にお
ける体験学習の継続

小宮ふるさと自然体験学校は、子どもたちを中心に自然とのふれあいや環境学習の場を提供
することにより、心豊かな人間性を育むとともに、地域の活性化を図るための拠点施設とす
るため、平成24年9月1日に開校した。
・令和5年度においては、152回の自然体験事業を実施した。

A A
環境政策課

（環境の森推
進係）

人5
森の子コレン
ジャー活動の継続

森の子コレンジャー活動の継続

森の子コレンジャーは、「自然が好きで、自然のことをもっと知りたい、自然のために行動
したい」という想いをもった、公募による市内の小学4、5年生までの10人が活動を行っ
た。
5月21日に始動式を行い、自然をより深く学ぶ活動として、子どもたちの研究心を要に、人
と自然が共に暮らせることを目的とした活動を8回実施した。また、森の子コレンジャーＯ
Ｂによる同窓会の活動を1回実施した。

A A
環境政策課

（環境の森推
進係）

人6
菅生地区における
森づくりを通じた
環境教育の継続

菅生地区をモデルとした産学公
連携の森づくりの継続

菅生の子どもの森広場活動として、身近な里山体験を通じて、自然の多様な面を感じるとと
もにその大切さを実感してもらう活動を4回、また、オオムラサキが舞い、子ども達が豊か
な自然と触れ合うことができる、子どもが主役のオオムラサキが舞う森づくりの活動を5回
実施した。

F F
環境政策課

（環境の森推
進係）

小さな子どものためのおさんぽ会を実施し、未就学児における環境教育を継続した。
・実施回数：10回（通常回：8回、臨時の特別企画：2回）
・参加者数：延べ181人（通常回：137人、臨時の特別企画：44人）

A
環境政策課
（環境政策

係）

園庭開放を通じ、在園児と同様に環境教育を実施した。 A 保育課

人8
幼稚園や保育園を
対象とした環境教
育の推進

幼稚園や保育園を対象とした環
境教育の普及啓発

市立保育園3園について、年間を通じ、
・週1回以上の散歩
・年4回の園外保育（遠足等）を実施し、身近な自然にふれ、自然の大切さを学ぶ機会を提
供した。

民間保育園・幼稚園について
各施設で自然公園や横沢入への園外保育を通じ身近な身近な自然にふれ、自然の大切さを学
ぶ機会を提案した。

A A 保育課

人
の
活
動

人
|

１
 

人
材
の
育
成

重
点

①
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
育
成

ⅱ
）

様
々
な
場
面
や
場
所
に
お
け
る
環
境
教
育
の
継
続
・
充
実

人7
未就学児を対象と
した環境教育の推
進

未就学児を対象とした環境教育
の継続 A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版
対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略



- 106 -

担当 全体

重
点

①
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
達
の
育
成

ⅱ
）

様
々
な
場
面
や

場
所
に
お
け
る
環
境

教
育
の
継
続
・
充
実

人9

小峰ビジターセン
ターや河川管理者
などと連携した環
境学習の推進

小峰ビジターセンターや河川管
理者などと連携した環境学習の
推進

・小峰公園を所管する小峰ビジターセンターと連携し、8月に小峰公園にて「小さな子ども
のためのおさんぽ会（特別企画）」を実施した。（参加者数：16人、回数：1回）

A A
環境政策課
（環境政策

係）

町内会・自治会との協働により、郷土の恵みの森づくりを推進するため、市内外の森づくり
に関心のあるボランティアで組織する「森林サポートレンジャーあきる野」を設置してい
る。今年度も新型コロナ対策により、町内会・自治会が行う昔道や尾根道の補修、景観整備
の支援活動は自粛した。「森林サポートレンジャーあきる野」は、市職員のほかに森づくり
に関心のある市内外の個人・企業・団体で構成（令和6年3月末現在76人）されている。

B
環境政策課

（環境の森推
進係）

里山保全に関わる人材育成事業として、自然環境調査部会による「あきる野里山保全担い手
養成講座」を開催した（講座回数4回、参加申込み16人）。

A
環境政策課
（環境政策

係）

人11
農業の担い手の育
成支援

農業後継者の育成支援 認定新規就農者として2人が新たに就農した。 A A 農林課

ⅱ
）

後
継
者
育

成 人12
有害鳥獣対策など
につながる資格更
新などの支援

有害鳥獣対策などにつながる資
格更新などの支援

あきる野の農と生態系を守り隊の会員に対し、免許取得に対する補助やワナの無料貸し出し
を実施し、事業継続した。
・保険加入代金補助金　49件　86,110円
・技能講習代金補助金　  3件　38,100円
・免許更新時診断書料補助金　9件　28,700円
・わな貸出件数（箱わな）　12件

A A 農林課

人13

リユースなどの普
及啓発イベント
（環境フェスティ
バル・スポーツご
み拾いなど）を実
施する

- 令和5年5月13日に環境フェスティバルを実施した。 A A
環境政策課
（環境政策

係）

・未就学児と保護者の自然体験活動：小さな子どものためのおさんぽ会を実施した（述べ
181人参加）。
・グリーンカーテンの普及拡大を図る取組：グリーンカーテン写真募集（11件）を実施し
た。

A
環境政策課
（環境政策

係）

小宮ふるさと自然体験学校の自然体験事業では、川や水辺の生き物観察、川遊び体験を行
い、生物多様性に関連する学習機会、川遊びのマナーを学ぶ機会を提供した。

A
環境政策課

（環境の森推
進係）

清流保全協力員主催の市民参加型ごみ拾いイベントを令和５年10月29日に行った。参加者
24人と清流保全協力員及び市職員の総勢37人で行った。

A
生活環境課
（生活環境

係）

対応する分野別計画
戦略：生物多様性あきる野戦略 令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版

A

人14

参加型イベントの
検討・実施（川遊
びのマナー向上、
清掃活動、食に関
するものなども含
む）

参加型イベントの検討・実施
（川遊びのマナー向上、清掃活
動、食に関するものなども含
む。）

A
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ⅰ
）

担
い
手
の
育
成
や
活
用

人10

担い手（ボラン
ティアなど）を育
成・活用する仕組
みの充実

担い手（ボランティアなど）を
育成・活用する仕組みの充実
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担当 全体

人14

参加型イベントの
検討・実施（川遊
びのマナー向上、
清掃活動、食に関
するものなども含
む）

参加型イベントの検討・実施
（川遊びのマナー向上、清掃活
動、食に関するものなども含
む。）

あきる野市一斉清掃を実施
町内会・自治会等の協力により、市内各地の道路や河川等の清掃を実施
○実施日　令和5年5月28日
・参加人員　12,988人
・ごみ収集量　17.92ｔ
○実施日　令和5年11月26日
・参加人員　11,797人
・ごみ収集量　18.56ｔ

A A
生活環境課

（清掃・リサ
イクル係）

人15
生物多様性を体験
できるイベントの
実施

生物多様性を体験できるイベン
トの実施

小さな子どものためのおさんぽ会を実施し、未就学児における環境教育を継続した（実施回
数：10回、参加者数：延べ181人）。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

人16

小峰ビジターセン
ターや河川管理者
などとの連携によ
るイベントの実施

小峰ビジターセンターや河川管
理者などとの連携によるイベン
トの実施

小峰公園を所管する小峰ビジターセンターと連携し、8月に小峰公園にて「小さな子どもの
ためのおさんぽ会（特別企画）」を実施した。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

秋川ファーマーズセンターと協力して学校給食に地場産農産物を継続して供給した（人参、
たまねぎ、長ネギ、なす、かぼちゃ、さつまいも、白菜、大根、ごぼう、のらぼう菜、とう
もろこし等）。

A 農林課

ⅰ
）

各
種
普
及
啓
発
の
検
討
及
び
実
施

③
普
及
啓
発
の
実
施
（

イ
ベ
ン
ト
な
ど
）

一
般

人
|

１
 

人
材
の
育
成

人
の
活
動

学校給食課

食育の推進人17 食育の推進 A

○体力向上推進委員会の食育担当連絡会を紙面の情報交換にて1回開催した。
　各小中学の取組などについて同メンバーが紙面にまとめた資料を市に提出した。提出され
た資料を各校に配り各学校で情報共有を図ることができた。

○給食試食会を５校で実施した。
（多西小、西秋留小、南秋留小、一の谷小及び五日市小）
　主催者：各小中学校PTA
　内　容：学校給食の目的から給食が出来るまでの体制・工程、郷土・世界の料理、地場産
食材の利用による地産地消への理解などの説明を行うとともに、その日の実際の給食を試食
している。

○夏休み料理教室を開催した。
　主　催：秋川第一学校給食センター
　参加者：児童61人、保護者37人　※令和5年7月26日・27日開催
　対象者：小学校4～6年生の児童及び保護者
　場　所：あきる野市中央公民館
　目　的：食事づくりを体験し、その楽しさ、食べ物への興味関心を持たせ、また、地場産
の旬の食材を使用し、地産地消への理解を深めるなどを目的とした。
　
○地場産食材の活用による学校給食への提供
　農林課、JA、ファーマーズセンター等と連携し、地場産農産物の供給を図るとともに、
地場産食材による学校給食への有効活用（地産地消）を継続実施した。
・秋川地区：174回／7,972㎏
・五日市地区：4回／30㎏

A

令和5年度
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担当 全体

人19 環境委員会の運営 環境委員会の運営 あきる野市環境委員会を運営した（会議6回、その他の活動3回）。 A A
環境政策課
（環境政策

係）

人20
生きもの会議の運
営

市民・事業者・市などによる組
織の設置

レッドリスト（昆虫）の検討作業に入り、これから候補を検討する段階であることから、あ
きる野市生きもの会議の本会議は開催しなかった。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

ⅱ
）

活
動
団
体

へ
の
支
援

人21
生物多様性の活動
を支援する仕組み
の検討

生物多様性の活動を支援する仕
組みの検討

郷土の恵みの森づくり事業交付金については、昔道・尾根道補修等事業の8事業、景観整備
維持管理事業の13事業に交付金を交付した。また、ホタルの里づくりの会への補助金を4団
体、ホタルの保全活動として1団体へ委託をするなど支援を行った。

A A
環境政策課

（環境の森推
進係）

人
の
活
動

人
|

２
 

協
働
体
制
の
構
築

一
般

①
協
働
体
制
の
整
備

ⅰ
）

各
種
委
員
会
等
の
運
営

【中央図書館】
・資料の展示（6月・107タイトル）
 　　対象：一般／テーマ：環境
・資料の収集
 　　環境関連資料の受入　合計37冊
・リユース本の提供（6,227冊）
 　　対象：利用者／目的：図書館資料の再活用
【東部図書館エル】
・資料の展示（6月・81タイトル）
　　対象：一般／テーマ：環境「水と緑を未来へつなぐ」
・資料の収集
　　環境関連資料の受入　合計24冊
・リユース本の提供（3,262冊）
　　対象：利用者／目的：図書館資料の再活用
【五日市図書館】
・資料の展示（6月・42タイトル）
　　対象：一般／テーマ：環境・エコ
・資料の収集
　　環境関連資料の受入　合計36冊
・リユース本の提供（3,513冊）
　　対象：利用者／目的：図書館資料の再活用
【増戸分室】
・リユース本の提供（1,184冊）
　　対象：利用者／目的：図書館資料の再活用

A A 図書館
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人18
図書館における環
境情報コーナーの
充実

-
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担当 全体

人22
森林サポートレン
ジャーあきる野の
継続

森林サポートレンジャーあきる
野の継続

町内会・自治会との協働により、郷土の恵みの森づくりを推進するため、市内外の森づくり
に関心のあるボランティアで組織する「森林サポートレンジャーあきる野」を設置してい
る。今年度も新型コロナ対策により、町内会・自治会が行う昔道や尾根道の補修、景観整備
の支援活動は自粛した。「森林サポートレンジャーあきる野」は、市職員のほかに森づくり
に関心のある市内外の個人・企業・団体で構成（令和6年3月末現在76人）されている。

B B
環境政策課

（環境の森推
進係）

人23
森づくりにおける
町内会・自治会な
どとの連携

森づくりにおける町内会・自治
会などの連携

生物多様性連携保全活動計画に基づき、町内会、自治会が取り組む郷土の恵みの森づくり事
業を支援した。令和5年度は、13の町内会・自治会等が取り組んだ昔道・尾根道の整備事業
の8事業、景観整備事業の13事業に交付金を交付した。これらの事業の実施により、武蔵五
日市駅から瀬音の湯までのコースをはじめ、既存の登山道などとあわせていくつかのコース
が維持されている。これに加え、景観整備により植樹した樹木等は生長してきており、ハイ
キング等で訪れる観光客の目を楽しませている。また、菅生地区においては、関係団体との
合意書に基づく森づくりが進められており、持続可能な里山づくりに取り組んだ。

A A
環境政策課

（環境の森推
進係）

町内会・自治会との協働により、郷土の恵みの森づくりを推進するため、市内外の森づくり
に関心のあるボランティアで組織する「森林サポートレンジャーあきる野」を設置してい
る。今年度も新型コロナ対策により、町内会・自治会が行う昔道や尾根道の補修、景観整備
の支援活動は自粛した。「森林サポートレンジャーあきる野」は、市職員のほかに森づくり
に関心のある市内外の個人・企業・団体で構成（令和6年3月末現在76人）されている。

B
環境政策課

（環境の森推
進係）

「森づくり支援倶楽部」の会報誌配布や、とうきょう林業サポート隊のポスター掲出等、市
民参加の森づくり事業を推進した

A 農林課

人25
企業や自治体との
協働の森づくりの
推進【新規】

-

林業現場見学会についてホームページ、広報、ポスター掲出等により参加人員を募集し開催
した。また、見学会の中で、実習作業として、市有林整備（軽微な枝払い、作業道の整備
等）を行った。

A A 農林課

人26

遊休農地の活用方
法の検討・推進
（担い手への農地
集積、観光・体験
農園）

遊休農地の活用方法の検討・推
進（市民、学校農園）

・適正な生産緑地制度（特定生産緑地指定の手続き）の運用を行い、良好な都市環境の形成
に努めた。
・新規就農者や認定農業者などへ、遊休農地の集積を行った。

A A 農林課

人27
ふるさと農援隊の
継続

ふるさと農援隊の継続

農業を通じて体を動かし、生きがいを感じられる場を提供することにより、市民の健康増進
と介護予防を推進するため、農地の貸与等を行った。
・渕上農地　45区画
・五日市農地　1７区画
・引田農地　8区画
・合計　70区画（うち貸出は65区画）

A A 高齢者支援課

人
の
活
動

人
|

２
 

協
働
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制
の
構
築
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般

②
協
働
の
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会
の
創
出

ⅰ
）

市
民
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軽
に
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加
で
き
る
機
会
の
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出

人24

市民参加の森づく
り事業の推進（ボ
ランティアの育
成・活用の仕組み
づくり）

市民参加の森づくり事業の推進
（ボランティアの育成・活用の
仕組みづくり）

A

令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価
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対応する分野別計画

戦略：生物多様性あきる野戦略
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担当 全体

人28
あきる野の農と生
態系を守り隊の継
続

農と生態系を守り隊の継続

あきる野の農と生態系を守り隊の会員に対し、免許取得に対する補助やワナの無料貸し出し
を実施し、事業継続した。
・保険加入代金補助金　49件　86,110円
・技能講習代金補助金　  ３件　38,100円
・免許更新時診断書料補助金　9件　28,700円
・わな貸出件数（箱わな）　12件

A A 農林課

人29

流域の一体的な保
全（平井川流域連
絡会への参画など
の河川管理者との
連携による河川管
理）

流域の一体的な保全（平井川流
域連絡会への参画などの河川管
理者との連携による河川管理）

平井川流域連絡会への参画を継続した（会議回数：2回）。 A A
環境政策課
（環境政策

係）

人30
アダプト制度の運
用

アダプト制度の運用
アダプト制度合意団体により、道路・公園等ごみ拾い等を実施した。
アダプト制度合意団体数：7団体

A A
管理課

（R6～都市政
策課）

人31
打ち水や散水を奨
励する仕組みづく
り

- 組織体制が十分でないため仕組みづくりの検討には至っていない。 C C
環境政策課
（環境政策

係）

人32

クールシェア・
ウォームシェアを
奨励する仕組みづ
くり

-

・総務課と連携し、市の公共施設に掲示するクールビズやウォームビズの掲示物及び市職員
の職員証にクールチョイスのロゴを記載することで、市として省エネを推奨している姿勢を
周知し、クールシェアやウォームシェアのための公共施設の利用についての支援を継続し
た。
・組織体制が十分でないため仕組みづくりの検討には至っていないが、クールシェア・
ウォームシェアを奨励する取組を継続して行った。

A A
環境政策課
（環境政策

係）

人
の
活
動
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令和5年度

担当課

分野
施策
の柱

施策 関連する施策・事業 事業 実績
評価
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実績 評価 実績 評価

1
郷土の恵みの森づくり事業（昔道・尾根道整備、景観整
備）の参加団体

維持 延べ15団体
延べ16団体
・昔道・尾根道整備：5町内会・自治会
・景観整備：11自治会等

B
延べ15団体
・昔道・尾根道整備：5町内会・自治会
・景観整備：10自治会等

B
環境政策課

（環境の森推進係）

2
生物多様性という言葉の認知度（名前は聞いたことがある
を含む）

75% 71.9%
※計画改定等に伴い市民意識調査を実施した際
に調査予定である。

Ｚ
※計画改定等に伴い市民意識調査を実施した際
に調査予定である。

Ｚ
環境政策課

（環境政策係）

3
外来種という言葉の認知度（名前は聞いたことがあるを含
む）

95% 92.0%
※計画改定等に伴い市民意識調査を実施した際
に調査予定である。

Ｚ
※計画改定等に伴い市民意識調査を実施した際
に調査予定である。

Ｚ
環境政策課

（環境政策係）

4 地産地消の実施率（常時取り組んでいる） 40% 38.2%
※計画改定等に伴い市民意識調査を実施した際
に調査予定である。

Ｚ
※計画改定等に伴い市民意識調査を実施した際
に調査予定である。

Ｚ
環境政策課

（環境政策係）

1 環境基準の達成率（大気、水質など） 98% 97.8% 99.9% A 99.9% A
生活環境課

（生活環境係）

2 市民一人一日当たりのごみ排出量　＊1
574g

（令和14年度）
 651g 634.4ｇ B 610.6ｇ B

生活環境課
（清掃・リサイクル係）

3 リサイクル率
約35％

（令和14年度）
33.1% 31.8% B 28.2% B

生活環境課
（清掃・リサイクル係）

4 生活排水処理率 97% 96% 95% B 95% B
管理課

（R6～生活排水対策課）

5 下水道事業整備率 99% 98% 98% B 98% B
管理課

（R6～生活排水対策課）

6 一斉清掃の実施回数（年） 2回 2回 2回 A 2回 A
生活環境課

（清掃・リサイクル係）

7 一斉清掃の参加率（延べ参加者数／本市の人口） ＊2 40% 34.5% 32.4% B 31.1% B
生活環境課

（清掃・リサイクル係）

1 あきる野市全体の二酸化炭素排出量
169千t-CO2

（令和12年度）
 329千t-CO2

（基準値：平成25年度）
263千t-CO2
（令和２年度）

B
272千t-CO2
（令和3年度）

B
環境政策課

（環境政策係）

2
あきる野市役所の二酸化炭素排出量
※第四次あきる野市地球温暖化対策実行計画（事務事業
編）

4,789t-CO2　＊3
（令和12年度）

7,982t-CO2　＊3
（基準値：平成25年度）

6,521.5t-CO2　＊3 B 6,493.2t-CO2 B
環境政策課

（環境政策係）

3
グリーンカーテンの実施率（いつも実施と時々実施の合
計）

80% 77.5％
※計画改定等に伴い市民意識調査を実施した際
に調査予定である。

Ｚ
※計画改定等に伴い市民意識調査を実施した際
に調査予定である。

Ｚ
環境政策課

（環境政策係）

1 森林サポートレンジャーあきる野の登録人数 120人 105人 107人 B 76人 C
環境政策課

（環境の森推進係）

小宮ふるさと自然体験学校の利用者数4,379人
小宮ふるさと自然体験学校の利用者数
4,561人

環境政策課
（環境の森推進係）

・戸倉しろやまテラスの体験利用者数1,499人
・戸倉しろやまテラスのジオ情報室来室者数
6,209人

・戸倉しろやまテラスの体験利用者数1,551人
・戸倉しろやまテラスのジオ情報室来室者数
7,140人

観光まちづくり推進課

分野 NO 指標 目標
現状値

（令和元年度）

令和４年度 令和５年度
所管課

自
然
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境

人
の
活
動 2

小宮ふるさと自然体験学校・戸倉しろやまテラスの環境教
育・体験学習施設の利用者数

維持 10,765人 A A

生
活
環
境

２ 「関連指標」の評価一覧
【評価基準】

A：目標値を達成している C：現在のままでは目標値の達成が困難と考えられるため、改善措置を講じる必要がある

B：現在の取組を継続、拡大すれば目標値を達成できる Z：今年度は評価ができない

＊1 あきる野市一般廃棄物処理基本計画に基づく目標指標に参入する項目（資源、有害ごみ、集団回収を除く）の合計

＊2 人口は当該年度の 4 月 1 日現在のものを使用

＊3 「あきる野市役所の二酸化炭素排出量」の平成 30 年度以降の実績は、平成 30 年 3 月に策定した第四次あきる野市地球温暖化対策実行計画に準拠し、外部委託や指定管理者により管理運営を行っている施設を含むため、目標（中期目標）を 4,789t-CO2、現状値を 7,982t-CO2(平

成 25 年度)として評価する。
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３ 環境調査結果
＜令和５年度 秋川・平井川河川水質調査結果＞ 採取日 令和５年５月３１日

（水域類型） 秋川：AA類型 平井川・養沢川：AＡ類型

検査項目 気温 水温 外観 臭気 透視度
水素イオン濃度

（ｐH）

生物化学的
酸素要求量
（BOD）

化学的
酸素要求量
（COD）

浮遊物質量
（SS）

溶存酸素
（ＤＯ）

大腸菌数
CFU/100ml

全窒素 全りん カドミウム 全シアン 鉛 六価クロム 砒素 総水銀 アルキル水銀 ＰＣＢ
陰イオン

界面活性剤
（ＭＢＡＳ）

アンモニア性
窒素

種別 測定地点
AA6.5-8.5
A  6.5-8.5
河川基準値

AA1㎎/l以下
A  2㎎/l以下
河川基準値

AA1㎎/l以下
A  3㎎/l以下
(湖沼基準値)

AA25㎎/l以下
A  25㎎/l以下

河川基準値

AA・A7.5㎎/l
以上

河川基準値

AA20以下
A 300以下
河川基準値

基準なし 基準なし
0.003㎎/l

以下
検出されない

こと
0.01㎎/l

以下
0.02㎎/l

以下
0.01㎎/l

以下
0.0005㎎/l

以下
検出されない

こと
検出されない

こと

0.2㎎/l以下
(水道水質基準

値)

一般的に
0.1㎎/l以下

西青木平橋 19.0℃ 15.5℃ 無色 無臭 50cm以上 7.4 <0.5 1.4 <1 10.3 4 0.97 0.013 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.03

落合橋 15.5℃ 15.8℃ 無色 無臭 50cm以上 7.2 <0.5 - <1 10.1 - 0.98 0.013 - - - - - - - - <0.02 0.02

沢戸橋 17.0℃ 17.0℃ 無色 無臭 50cm以上 7.5 <0.5 - <1 10.2 - 1.1 0.012 - - - - - - - - <0.02 0.03

秋川橋 18.0℃ 18.5℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.8 <0.5 1.9 <1 10.6 12 0.93 0.019 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.03

清水荘前 18.0℃ 17.8℃ 無色 無臭 50cm以上 7.6 0.5 - <1 10.3 - 0.98 0.019 - - - - - - - - <0.02 0.05

引田堰 19.0℃ 18.2℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.4 0.5 2.3 2 10.3 12 1.0 0.012 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.02

秋留橋 17.5℃ 18.0℃ 淡灰緑色 微川藻臭 50cm以上 7.3 0.7 - <1 9.5 - 1.1 0.016 - - - - - - - - <0.02 0.02

東秋川橋 16.0℃ 17.0℃ 淡灰緑色 微川藻臭 50cm以上 7.5 0.5 1.6 3 10.8 14 0.90 0.015 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.04

観音橋 16.0℃ 18.5℃ 淡灰緑色 微川藻臭 50cm以上 7.4 0.9 2.0 <1 10.1 14 0.94 0.025 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.04

小宮久保橋 16.5℃ 18.0℃ 無色 無臭 50cm以上 7.4 0.8 - 1 9.7 - 1.1 0.037 - - - - - - - - <0.02 0.02

新開橋 17.0℃ 17.8℃ 無色 無臭 50cm以上 7.2 0.6 - 2 10.0 - 1.6 0.022 - - - - - - - - <0.02 0.07

多西橋 17.0℃ 17.2℃ 無色 微川藻臭 50㎝以上 7.4 0.7 1.4 1 10.7 13 1.9 0.016 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.04

高橋上流 15.0℃ 14.5℃ 無色 無臭 50cm以上 7.1 <0.5 1.4 <1 10.4 0 0.87 0.023 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.02

五日市解体下 15.0℃ 14.5℃ 無色 無臭 50cm以上 7.1 <0.5 1.0 <1 10.3 2 0.92 0.018 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.02

小宮ふるさと自然体験
学校(旧小宮小)前

16.0℃ 16.0℃ 無色 無臭 50cm以上 7.2 <0.5 - <1 10.4 - 1.0 0.026 - - - - - - - - <0.02 0.02

天王沢　秋川合流点前 17.0℃ 16.5℃ 無色 無臭 50cm以上 7.2 <0.5 - <1 10.2 - 1.6 0.027 - - - - - - - - <0.02 0.03

三内川　秋川合流点前 17.0℃ 17.0℃ 無色 無臭 50cm以上 7.3 <0.5 - 1 10.3 - 1.4 0.016 - - - - - - - - <0.02 0.05

舞知川　秋川合流点前 16.0℃ 18.0℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.4 0.7 - <1 9.8 - 4.9 0.077 - - - - - - - - <0.02 0.09

鯉川　鯉川橋 17.0℃ 17.5℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.3 <0.5 - 1 8.9 - 2.6 0.12 - - - - - - - - <0.02 0.04

氷沢川　ヒル橋 15.0℃ 18.0℃ 淡灰黄色 微川藻臭 50cm以上 7.2 0.6 - 5 9.2 - 1.3 0.054 - - - - - - - - <0.02 0.02

0.1℃ 0.1℃ - - 0.5㎝ - 0.5㎎/ｌ 0.5㎎/ｌ 1.0㎎/ｌ 0.5㎎/ｌ 0CFU/100ml 0.05㎎/ｌ 0.003㎎/ｌ 0.0003㎎/ｌ 0.01㎎/ｌ 0.002㎎/ｌ 0.02㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.02㎎/ｌ 0.01㎎/l

秋
川
支
流

平
井
川
支
流

定量下限値

環境基準　　

秋
川

平
井
川

養
沢
川
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＜令和５年度 秋川・平井川河川水質調査結果＞ 採取日 令和５年８月３日

（水域類型） 秋川：AA類型 平井川・養沢川：AＡ類型

検査項目 気温 水温 外観 臭気 透視度
水素イオン濃度

（ｐH）

生物化学的
酸素要求量
（BOD）

化学的
酸素要求量
（COD）

浮遊物質量
（SS）

溶存酸素
（ＤＯ）

大腸菌数
CFU/100ml

全窒素 全りん カドミウム 全シアン 鉛 六価クロム 砒素 総水銀 アルキル水銀 ＰＣＢ
陰イオン

界面活性剤
（ＭＢＡＳ）

アンモニア性
窒素

種別 測定地点
AA6.5-8.5
A  6.5-8.5
河川基準値

AA1㎎/l以下
A  2㎎/l以下
河川基準値

AA1㎎/l以下
A  3㎎/l以下
(湖沼基準値)

AA25㎎/l以下
A  25㎎/l以下

河川基準値

AA・A7.5㎎/l
以上

河川基準値

AA20以下
A 300以下
河川基準値

基準なし 基準なし
0.003㎎/l

以下
検出されない

こと
0.01㎎/l

以下
0.02㎎/l

以下
0.01㎎/l

以下
0.0005㎎/l

以下
検出されない

こと
検出されない

こと

0.2㎎/l以下
(水道水質基準

値)

一般的に
0.1㎎/l以下

西青木平橋 31.0℃ 25.0℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.3 <0.5 0.9 1 8.9 4 0.88 0.028 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.03

落合橋 28.4℃ 27.0℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.4 <0.5 - 2 9.5 - 0.95 0.030 - - - - - - - - <0.02 0.03

沢戸橋 33.0℃ 29.0℃ 淡黄緑色 微川藻臭 50cm以上 7.8 <0.5 - 2 9.2 - 0.88 0.028 - - - - - - - - <0.02 0.03

秋川橋 33.4℃ 29.0℃ 淡黄緑色 微川藻臭 50cm以上 7.7 <0.5 1.0 1 9.2 16 0.86 0.026 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.03

清水荘前 30.0℃ 29.0℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.4 <0.5 - 1 11.8 - 0.89 0.028 - - - - - - - - <0.02 0.05

引田堰 33.0℃ 29.2℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.8 <0.5 1.2 2 10.2 14 0.96 0.028 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.03

秋留橋 33.0℃ 29.2℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.9 <0.5 - 2 9.8 - 0.79 0.030 - - - - - - - - <0.02 0.02

東秋川橋 29.0℃ 29.0℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.7 <0.5 0.9 2 9.5 18 0.97 0.032 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.03

観音橋 30.2℃ 31.0℃ 淡黄緑色 微川藻臭 50cm以上 8.2 <0.5 1.0 4 10.0 16 0.98 0.10 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.04

小宮久保橋 32.0℃ 32.0℃ 淡黄緑色 微川藻臭 50cm以上 8.2 <0.5 - 3 10.1 - 0.71 0.055 - - - - - - - - <0.02 0.02

新開橋 27.0℃ 25.4℃ 淡黄緑色 微川藻臭 50cm以上 7.5 0.6 - 5 9.5 - 1.2 0.026 - - - - - - - - <0.02 0.07

多西橋 26.0℃ 27.0℃ 淡黄緑色 微川藻臭 50cm以上 7.5 <0.5 1.7 3 11.2 14 1.7 0.026 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.04

高橋上流 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

五日市解体下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

小宮ふるさと自然体験
学校(旧小宮小)前

30.0℃ 26.0℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.5 <0.5 - 2 10.2 - 0.95 0.042 - - - - - - - - <0.02 0.02

天王沢　秋川合流点前 29.4℃ 27.2℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.6 <0.5 - <1 8.6 - 1.5 0.039 - - - - - - - - <0.02 0.03

三内川　秋川合流点前 29.2℃ 25.0℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.4 <0.5 - 1 9.9 - 1.5 0.062 - - - - - - - - <0.02 0.05

舞知川　秋川合流点前 28.0℃ 27.0℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 8.3 <0.5 - 2 10.7 - 5.3 0.031 - - - - - - - - <0.02 0.14

鯉川　鯉川橋 33.0℃ 29.6℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.6 0.6 - 11 8.2 - 2.3 0.19 - - - - - - - - <0.02 0.04

氷沢川　ヒル橋 29.0℃ 25.8℃ 淡黄緑色 微川藻臭 50cm以上 7.4 0.7 - 1 10.1 - 0.81 0.044 - - - - - - - - <0.02 0.02

0.1℃ 0.1℃ - - 0.5㎝ - 0.5㎎/ｌ 0.5㎎/ｌ 1.0㎎/ｌ 0.5㎎/ｌ 0CFU/100ml 0.05㎎/ｌ 0.003㎎/ｌ 0.0003㎎/ｌ 0.01㎎/ｌ 0.002㎎/ｌ 0.02㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.02㎎/ｌ 0.01㎎/l

秋
川
支
流

平
井
川
支
流

定量下限値

環境基準　　

秋
川

平
井
川

養
沢
川
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＜令和５年度 秋川・平井川河川水質調査結果＞ 採取日 令和５年11月１日

（水域類型） 秋川：AA類型 平井川・養沢川：AＡ類型 ※アンモニア性窒素に基準値はないが、下線は望ましいとされている数値を超過

検査項目 気温 水温 外観 臭気 透視度
水素イオン濃度

（ｐH）

生物化学的
酸素要求量
（BOD）

化学的
酸素要求量
（COD）

浮遊物質量
（SS）

溶存酸素
（ＤＯ）

大腸菌数
CFU/100ml

全窒素 全りん カドミウム 全シアン 鉛 六価クロム 砒素 総水銀 アルキル水銀 ＰＣＢ
陰イオン

界面活性剤
（ＭＢＡＳ）

アンモニア性
窒素

種別 測定地点
AA6.5-8.5
A  6.5-8.5
河川基準値

AA1㎎/l以下
A  2㎎/l以下
河川基準値

AA1㎎/l以下
A  3㎎/l以下
(湖沼基準値)

AA25㎎/l以下
A  25㎎/l以下

河川基準値

AA・A7.5㎎/l
以上

河川基準値

AA20以下
A 300以下
河川基準値

基準なし 基準なし
0.003㎎/l

以下
検出されない

こと
0.01㎎/l

以下
0.02㎎/l

以下
0.01㎎/l

以下
0.0005㎎/l

以下
検出されない

こと
検出されない

こと

0.2㎎/l以下
(水道水質基準

値)

一般的に
0.1㎎/l以下

西青木平橋 19.2℃ 13.5℃ 無色 無臭 50cm以上 7.2 0.8 1.1 <1 10.8 2 0.77 0.027 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.03

落合橋 16.5℃ 13.2℃ 無色 無臭 50cm以上 7.3 0.8 - <1 10.5 - 0.93 0.038 - - - - - - - - <0.02 0.03

沢戸橋 18.0℃ 14.2℃ 無色 無臭 50cm以上 7.3 0.8 - <1 10.4 - 0.88 0.029 - - - - - - - - <0.02 0.03

秋川橋 21.0℃ 16.8℃ 無色 無臭 50cm以上 7.5 0.9 1.4 <1 10.4 10 0.79 0.027 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.02

清水荘前 23.5℃ 16.4℃ 無色 無臭 50cm以上 7.6 0.9 - <1 10.8 - 0.88 0.022 - - - - - - - - <0.02 0.06

引田堰 23.0℃ 16.5℃ 無色 無臭 50cm以上 7.5 0.8 1.5 <1 10.6 8 0.87 0.023 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.03

秋留橋 22.6℃ 18.2℃ 無色 無臭 50cm以上 7.4 0.8 - <1 10.0 - 0.93 0.025 - - - - - - - - <0.02 0.03

東秋川橋 23.0℃ 17.6℃ 無色 無臭 50cm以上 7.5 0.8 2.3 3 10.5 15 0.77 0.020 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.04

観音橋 17.8℃ 17.5℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.8 0.8 1.8 1 10.4 14 0.95 0.040 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.05

小宮久保橋 19.0℃ 16.0℃ 無色 無臭 50cm以上 7.7 0.8 - 1 10.0 - 1.0 0.056 - - - - - - - - <0.02 0.03

新開橋 20.0℃ 16.0℃ 無色 無臭 50cm以上 7.3 0.8 - 2 10.4 - 1.4 0.029 - - - - - - - - <0.02 1.4

多西橋 21.8℃ 18.2℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.7 0.8 1.3 <1 10.9 12 1.9 0.027 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.04

高橋上流 15.8℃ 13.8℃ 無色 無臭 50cm以上 7.2 0.8 1.3 <1 9.9 0 0.84 0.034 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.03

五日市解体下 16.0℃ 14.2℃ 無色 無臭 50cm以上 7.2 0.9 1.6 <1 10.0 0 0.94 0.031 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.03

小宮ふるさと自然体験

学校(旧小宮小)前
19.0℃ 14.5℃ 無色 無臭 50cm以上 7.3 0.9 - <1 10.8 - 1.0 0.045 - - - - - - - - <0.02 0.03

天王沢　秋川合流点前 17.2℃ 14.2℃ 無色 無臭 50cm以上 7.3 0.8 - <1 10.2 - 2.0 0.040 - - - - - - - - <0.02 0.04

三内川　秋川合流点前 18.2℃ 14.8℃ 無色 無臭 50cm以上 7.4 0.8 - <1 10.0 - 1.5 0.065 - - - - - - - - <0.02 0.05

舞知川　秋川合流点前 21.0℃ 19.5℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.6 0.8 - 1 10.1 - 4.9 0.030 - - - - - - - - <0.02 0.15

鯉川　鯉川橋 20.0℃ 15.4℃ 無色 無臭 50cm以上 7.6 0.8 - 1 9.9 - 1.7 0.20 - - - - - - - - <0.02 0.04

氷沢川　ヒル橋 18.0℃ 15.0℃ 淡灰黄色 無臭 50cm以上 7.6 0.8 - <1 10.4 - 1.0 0.046 - - - - - - - - <0.02 0.03

0.1℃ 0.1℃ - - 0.5㎝ - 0.5㎎/ｌ 0.5㎎/ｌ 1.0㎎/ｌ 0.5㎎/ｌ 0CFU/100ml 0.05㎎/ｌ 0.003㎎/ｌ 0.0003㎎/ｌ 0.01㎎/ｌ 0.002㎎/ｌ 0.02㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.02㎎/ｌ 0.01㎎/l

秋
川
支
流

平
井
川
支
流

定量下限値

環境基準　　

秋
川

平
井
川

養
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川
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＜令和５年度 秋川・平井川河川水質調査結果＞ 採取日 令和６年2月１３日

（水域類型） 秋川：AA類型 平井川・養沢川：AＡ類型 ※アンモニア性窒素に基準値はないが、下線は望ましいとされている数値を超過

検査項目 気温 水温 外観 臭気 透視度
水素イオン濃

度
（ｐH）

生物化学的
酸素要求量
（BOD）

化学的
酸素要求量
（COD）

浮遊物質量
（SS）

溶存酸素
（ＤＯ）

大腸菌数
CFU/100ml

全窒素 全りん カドミウム 全シアン 鉛 六価クロム 砒素 総水銀 アルキル水銀 ＰＣＢ
陰イオン

界面活性剤
（ＭＢＡＳ）

アンモニア性
窒素

種別 測定地点
AA6.5-8.5
A  6.5-8.5
河川基準値

AA1㎎/l以下
A  2㎎/l以下
河川基準値

AA1㎎/l以下
A  3㎎/l以下
(湖沼基準値)

AA25㎎/l以下
A  25㎎/l以下

河川基準値

AA・A7.5㎎/l
以上

河川基準値

AA20以下
A 300以下
河川基準値

基準なし 基準なし
0.003㎎/l

以下
検出されない

こと
0.01㎎/l

以下
0.02㎎/l

以下
0.01㎎/l

以下
0.0005㎎/l

以下
検出されない

こと
検出されない

こと

0.2㎎/l以下
(水道水質基準

値)

一般的に
0.1㎎/l以下

西青木平橋 10.0℃ 5.0℃ 無色 無臭 50cm以上 7.1 <0.5 0.9 <1 12.9 0 0.67 0.022 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.02

落合橋 8.5℃ 5.5℃ 無色 無臭 50cm以上 7.0 <0.5 - <1 12.5 - 0.66 0.032 - - - - - - - - <0.02 0.03

沢戸橋 12.0℃ 6.8℃ 無色 無臭 50cm以上 7.2 <0.5 - <1 12.5 - 0.74 0.023 - - - - - - - - <0.02 0.02

秋川橋 14.0℃ 10.0℃ 無色 無臭 50cm以上 7.4 <0.5 0.7 <1 12.9 6 0.67 0.025 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.02

清水荘前 12.0℃ 7.2℃ 無色 無臭 50cm以上 7.3 <0.5 - <1 12.9 - 0.77 0.020 - - - - - - - - <0.02 0.04

引田堰 14.0℃ 9.5℃ 無色 無臭 50cm以上 7.5 <0.5 1.3 <1 12.7 8 0.73 0.019 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.03

秋留橋 12.5℃ 9.5℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.2 <0.5 - <1 12.8 - 0.97 0.028 - - - - - - - - <0.02 0.03

東秋川橋 9.0℃ 7.0℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.3 0.5 1.3 1 12.8 10 0.91 0.020 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.04

観音橋 12.0℃ 12.0℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.5 0.5 1.2 1 12.4 8 1.2 0.038 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.05

小宮久保橋 10.5℃ 9.0℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.3 <0.5 - <1 12.5 - 1.2 0.032 - - - - - - - - <0.02 0.03

新開橋 8.0℃ 7.0℃ 無色 無臭 50cm以上 7.2 0.5 - <1 12.5 - 1.4 0.034 - - - - - - - - <0.02 0.08

多西橋 8.0℃ 8.8℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.4 <0.5 1.5 <1 12.0 10 1.6 0.044 <0.0003 <0.01 <0.002 <0.02 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.02 0.04

高橋上流 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

五日市解体下 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

小宮ふるさと自然体験

学校(旧小宮小)前
10.0℃ 6.2℃ 無色 無臭 50cm以上 7.1 <0.5 - <1 12.3 - 0.72 0.036 - - - - - - - - <0.02 0.03

天王沢　秋川合流点前 7.0℃ 5.8℃ 無色 無臭 50cm以上 6.9 <0.5 - <1 12.6 - 1.4 0.030 - - - - - - - - <0.02 0.04

三内川　秋川合流点前 7.0℃ 7.2℃ 無色 無臭 50cm以上 7.1 0.5 - <1 11.6 - 1.5 0.070 - - - - - - - - <0.02 0.05

舞知川　秋川合流点前 9.5℃ 12.5℃ 淡灰緑色 微川藻臭 50cm以上 7.2 0.6 - 1 11.0 - 4.3 0.044 - - - - - - - - <0.02 0.15

鯉川　鯉川橋 11.5℃ 8.5℃ 無色 微川藻臭 50cm以上 7.2 0.8 - 1 12.9 - 2.7 0.14 - - - - - - - - <0.02 0.05

氷沢川　ヒル橋 6.0℃ 6.8℃ 淡灰黄色 無臭 50cm以上 6.8 0.5 - <1 12.8 - 1.1 0.049 - - - - - - - - <0.02 0.03

0.1℃ 0.1℃ - - 0.5㎝ - 0.5㎎/ｌ 0.5㎎/ｌ 1.0㎎/ｌ 0.5㎎/ｌ 0CFU/100ml 0.05㎎/ｌ 0.003㎎/ｌ 0.0003㎎/ｌ 0.01㎎/ｌ 0.002㎎/ｌ 0.02㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.0005㎎/ｌ 0.02㎎/ｌ 0.01㎎/l

秋
川
支
流

平
井
川
支
流

定量下限値

環境基準　　

秋
川

平
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川

養
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川
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＜令和５年度 清流保全条例施行に伴う湧水及び合流点の水質分析調査＞ 採取日 令和６年2月2０日・2１日

※民家（雨間698、平沢617）・草花小学校西・折立坂・南秋留小横・舞知川・北川原・ふれあい橋については湧水が確認できなかったため、令和5年度は欠測としている。 ※下線は環境基準超過

検査項目 気温 水温 外観 臭気 透視度 流量
水素

イオン濃度
（ｐH）

生物化学的
酸素要求量
（BOD）

化学的
酸素要求量
（COD）

浮遊
物質量
（SS）

溶存
酸素

（ＤＯ）

大腸菌数
CFU/100m

l
全窒素 全りん カドミウム 全シアン 鉛 六価クロム 砒素 総水銀

アルキル
水銀

ＰＣＢ
陰イオン

界面活性剤
（ＭＢＡＳ）

アンモ
ニア性
窒素

測定地点 
AA6.5-8.5
A  6.5-8.5
河川基準値

AA1㎎/l以下

A  2㎎/l以下
河川基準値

AA1㎎/l以下

A  3㎎/l以下

湖沼基準値(※河川

基準値なし)

AA25㎎/l以下

A  25㎎/l以下
河川基準値

AA・A7.5
㎎/l以上
河川基準値

AA  　20以下

A 　300以下
河川基準値

基準なし 基準なし 0.003㎎/ｌ
以下

検出され
ないこと

0.01㎎/
ｌ
以下

0.02㎎/
ｌ
以下

0.01㎎/
ｌ
以下

0.0005㎎
/ｌ
以下

検出され
ないこと

検出され
ないこと

0.2㎎/ｌ以下
(水道水質基準)

一般的に
0.1㎎/ｌ
以下

山田八幡神社裏　 9.0℃ 14.2℃ 無色 無臭 50㎝以上 0.009㎥/m 7.3 <0.5 0.6 <1 10.0 0 3.43 0.026 - - - - - - - - <0.02 0.03 AA

真城寺 8.6℃ 14.6℃ 無色 無臭 50㎝以上 0.070㎥/m 7.1 0.5 0.9 2 9.6 0 4.39 0.032 - - - - - - - - <0.02 0.03 AA

白滝神社 9.0℃ 15.0℃ 無色 無臭 50㎝以上 0.132㎥/m 7.1 <0.5 1.1 <1 9.7 1 4.45 0.038 - - - - - - - - <0.02 0.10 AA

民家（牛沼287） 9.0℃ 15.0℃ 無色 無臭 50㎝以上 - 7.2 <0.5 1.3 1 11.1 2 4.42 0.037 - - - - - - - - <0.02 0.09 AA

民家（雨間698）※ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - AA

秋川グリーン
スポーツ公園前

8.0℃ 15.0℃ 無色 無臭 50㎝以上 - 6.8 <0.5 1.1 <1 9.1 2 3.24 0.024 - - - - - - - - <0.02 0.03 AA

民家（小川820） 8.4℃ 14.0℃ 無色 無臭 50㎝以上 0.063㎥/m 6.7 <0.5 0.7 <1 8.8 6 5.46 0.021 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

民家（平沢617）
※

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - AA

広済寺付近 9.0℃ 14.2℃ 無色 無臭 50㎝以上 0.228㎥/m 6.6 <0.5 0.9 <1 10.0 2 6.15 0.027 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

二宮お滝 9.2℃ 16.2℃ 無色 無臭 50㎝以上 0.298㎥/m 6.5 <0.5 1.2 <1 9.2 4 6.26 0.028 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

二宮神社お池 8.0℃ 15.0℃ 無色 無臭 50㎝以上 0.656㎥/m 6.6 0.5 1.9 4 9.2 4 7.81 0.030 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

八雲神社 8.0℃ 15.0℃ 無色 無臭 50㎝以上 1.113㎥/m 6.5 0.5 1.3 <1 10.5 2 5.71 0.025 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

草花公園 9.0℃ 12.6℃ 無色 無臭 50㎝以上 0.025㎥/m 6.6 0.5 1.6 <1 9.4 0 3.75 0.027 - - - - - - - - <0.02 0.03 AA

民家
（草花1127）

8.4℃ 15.4℃ 無色 無臭 50㎝以上 0.186㎥/m 6.5 <0.5 1.5 <1 10.6 0 3.46 0.022 - - - - - - - - <0.02 0.03 AA

草花小学校西※ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - AA

菅生夫婦橋下 10.0℃ 15.0℃ 無色 無臭 50㎝以上 - 6.6 0.5 1.3 <1 11.8 0 6.12 0.023 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

折立坂※ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - AA

南秋留小横※ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - AA

ミユキ組宿舎（西） 20.0℃ 17.0℃ 淡黄緑色 微川藻臭 50㎝以上 9.4 0.8 2.6 2 11.8 2 3.16 0.022 - - - - - - - - <0.02 0.05 AA

舞知川※ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - AA

広済寺下 19.0℃ 16.0℃ 無色 無臭 50㎝以上 7.4 0.5 1.8 1 10.3 0 5.02 0.025 - - - - - - - - <0.02 0.10 AA

玉見ヶ崎公園隣 19.0℃ 16.2℃ 淡灰黄色 微川藻臭 50㎝以上 8.5 0.5 2.3 3 12.0 4 4.54 0.023 - - - - - - - - <0.02 0.08 AA

養沢川 12.2℃ 9.0℃ 無色 無臭 50㎝以上 6.8 0.6 1.5 <1 11.4 0 0.98 0.021 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

盆堀川 13.4℃ 8.0℃ 無色 無臭 50㎝以上 6.9 <0.5 1.4 3 12.8 2 0.99 0.020 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

入野沢 15.0℃ 12.0℃ 無色 無臭 50㎝以上 7.1 0.5 1.9 1 10.9 0 1.59 0.021 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

北裏水路 18.0℃ 14.0℃ 無色 無臭 50㎝以上 7.0 <0.5 1.3 1 11.1 0 2.57 0.018 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

樽沢 16.4℃ 14.0℃ 無色 無臭 50㎝以上 7.4 0.7 1.2 <1 11.9 0 2.69 0.018 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

宮の入沢 18.0℃ 12.0℃ 淡黄緑色 微川藻臭 50㎝以上 7.3 0.7 2.4 1 12.2 2 1.26 0.021 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

横沢 17.6℃ 11.0℃ 無色 微川藻臭 50㎝以上 7.4 0.5 1.7 <1 11.0 0 1.61 0.019 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

引谷川 19.0℃ 13.0℃ 淡灰黄色 微川藻臭 50㎝以上 7.1 0.8 3.1 3 12.9 4 2.43 0.019 - - - - - - - - <0.02 0.05 AA

溝ッ堀 17.4℃ 12.0℃ 淡黄緑色 微川藻臭 50㎝以上 7.2 <0.5 1.6 1 11.6 2 1.18 0.018 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

北川原※ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - AA

ふれあい橋※　 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - AA

鯉川合流 20.2℃ 15.0℃ 淡黄緑色 微川藻臭 50㎝以上 8.7 0.8 3.2 1 12.8 0 3.07 0.020 - - - - - - - - <0.02 0.09 AA

氷沢川 20.2℃ 16.0℃ 淡黄緑色 微川藻臭 50㎝以上 8.7 1.3 2.9 4 12.6 4 1.53 0.021 - - - - - - - - <0.02 0.02 AA

新開橋下 18.4℃ 13.0℃ 淡灰黄色 微川藻臭 50㎝以上 7.2 1.8 4.2 1 10.0 2 4.27 0.022 - - - - - - - - <0.02 0.09 AA

0.1℃ 0.1℃ - - 0.5㎝ 0.001㎥/m - 0.5㎎/ｌ 0.5㎎/ｌ 1.0㎎/ｌ 0.5㎎/ｌ 0CFU/100ml 0.05㎎/ｌ 0.003㎎/ｌ 0.005㎎/ｌ 0.01㎎/ｌ 0.002㎎/ｌ <0.02㎎/ｌ <0.0005㎎/ｌ <0.0005㎎/ｌ <0.0005㎎/ｌ <0.0005㎎/ｌ <0.02㎎/ｌ 0.01㎎/l

②
　
多
摩
川
、

秋
川
、

平
井
川
に
接
続
す
る
水
路
等

定量下限値

類型

種別 環境基準　　

①
　
湧
　
水
　
関
　
係

秋
留
台
地
の
湧
水

草
花
丘
陵
の
湧
水
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＜令和５年度 地下水汚染調査結果＞

調査日 令和５年4月1３日

＊1 草花1は井戸ポンプ故障のため、欠測とする。

＜令和５年度 秋川・平井川ふん便性大腸菌群数調査結果＞

採取日 令和５年７月１３日

水浴場水質判定基準（環境省）＊１

＊１ 令和3年度の環境基準の見直しに伴い、「環境大臣が定める排水基準に係る検定方法」のうち、「大腸菌群数」に係る検

定方法が「大腸菌数」に係る検定方法に改正された。この改正事項は、令和7年4月1日から施行される。

調査場所

調査項目

草花1

＊1
草花２ 野 辺 雨 間 渕 上 伊 奈 留 原 環境基準

トリクロロエチレン

（㎎/l）
- <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下

テトラクロロエチレン

（㎎/l）
- <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01以下

1,1,1-トリクロロエタン

（㎎/l）
- <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 1以下

No 河川
名

調査地点
ふん便性

大腸菌群数
（個/100ml）

水浴判定 採取時間

1

秋

川

西青木平橋 16 適（A） 13:40

2 落合橋 24 適（A） 13:15

3 沢戸橋 20 適（A） 14:15

4 秋川橋 100 適（A） 11:50

5 小和田橋 38 適（A） 14:35

6 清水荘前 68 適（A） 11:20

7 引田堰 50 適（A） 10:40

8 秋留橋 44 適（A） 10:20

9 東秋川橋 68 適（A） 9:10

10 平
井
川

多西橋 48 適（A） 8:50

11 観音橋 63 適（A） 9:55

区分 ふん便性大腸菌群数 油膜の有無 COD 透明度

適

水質 AA
不検出

（検出限界 2 個/100ml）
油膜が認められない

2mg/l 以下

（湖沼は 3mg/l 以下）

全透

（水深 1m 以上）

水質 A 100 個/100ml 以下 油膜が認められない
2mg/l 以下

（湖沼は 3mg/l 以下）

全透

（水深 1m 以上）

可

水質 B 400 個/100mｌ以下 常時は油膜が認められない 5mg/l 以下 水深 1m 未満～50 ㎝以上

水質 C 1,000 個/100mｌ以下 常時は油膜が認められない 8mg/l 以下 水深 1m 未満～50 ㎝以上

不 適 1,000 個/100mｌを超えるもの 常時油膜が認められる 8mg/l 超 50 ㎝未満
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＜令和５年度 二酸化窒素調査結果＞

（単位 ppm）

調査日程
調査地点

5／2４～2５ 9／１１～１２ 11／7～8 2／７～8

野辺交差点 0.006 0.007 0.009 0.015

小川交差点 0.009 0.009 0.011 0.016

二宮本宿交差点 0.009 0.007 0.012 0.018

氷沢橋交差点 0.008 0.004 0.01０ 0.016

菅生交差点 0.011 0.006 0.012 0.018

上菅生バス停 0.004 0.003 0.004 0.008

瀬戸岡交差点 0.010 0.006 0.010 0.018

秋川交差点（西秋留） 0.007 0.004 0.009 0.013

秋川駅西踏切 0.008 0.014 0.010 0.015

油平交差点 0.009 0.007 0.010 0.016

秋留橋 0.012 0.009 0.013 0.017

渕上交差点 0.009 0.006 0.011 0.014

山田交差点 0.008 0.004 0.009 0.010

留原交差点 0.004 0.002 0.003 0.006

小中野交差点 0.005 0.003 0.005 0.007

十里木交差点 0.004 0.003 0.004 0.007

青木平橋入口 0.005 0.003 0.003 0.006

小宮ふるさと自然体験学

校(旧小宮小)入口
0.002 0.001 0.001 0.004

五日市出張所 0.004 0.001 0.002 0.007

東町交差点 0.006 0.004 0.005 0.010

武蔵五日市駅前 0.006 0.005 0.007 0.013

小机バス停 0.010 0.006 0.009 0.012
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＜令和５年度 一般大気調査結果＞

測定日 令和６年１月2４～2５日

＊1 「mg/m３」は、単位体積中の物質の濃度を表し、本調査では、１m３中に含まれる汚染物質量の濃度の単位

を示す。（詳細は、第１章１３頁に掲載）

＊２ 五日市出張所では、２４日の午後に機器が停止したため、２４日～２６日にかけて合計 ２４時間の試料採取を

行った。

調査地点 調査結果（mg/m３）＊1

屋城小学校 0.0160

農業会館 0.0122

一の谷児童館 0.0116

いきいきセンター 0.0094

阿伎留医療センター 0.0098

秋川給食センター 0.0110

西秋川衛生組合玉美園 0.0117

野辺地内 0.0098

草花地内 0.0091

あきる野市役所 0.0078

五日市センター 0.0075

留原自治会館 0.0046

五日市出張所 ＊２ 0.0053

横沢クラブ 0.0055

ファインプラザ 0.0116

参考基準値 0.1000
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４ 放射線・放射性物質測定結果
（１）定点６か所の空間放射線量測定結果

測定機器：シンチレーション式サーベイメータ

「日立アロカメディカル ＴＣＳ－１７２Ｂ」

測定方法：機器使用マニュアルに基づき使用。１地点につき５回測定し、その平均値を当該地点の測定値とする。

単位：μSv／時間

測定日 測定地点

測定箇所

屋城保育園 市役所 楓ヶ原公園 五日市広場
すぎの子

保育園

上養沢

自治会館

- 御影石上で測定 - - -
砕石敷き上で測

定

令和５年

４月２４日
地上5cm 0.07 0.14 0.07 0.09 0.05 0.12

令和５年

7月２４日
地上5cm 0.0７ 0.14 0.08 0.09 0.06 0.11

令和５年

１０月２３日
地上5cm 0.06 0.16 0.08 0.09 0.06 0.15

令和６年

1月２２日
地上5cm 0.06 0.15 0.07 0.09 0.06 0.13
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